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筑北村の人口
総人口 4,721 人

男 2,338 人

女 2,383 人

戸　数 1,879 戸

（平成29年10月31日現在）
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普
通
会
計
の
決
算
状
況 

　

普
通
会
計
（
自
治
体
間
の
財
政
比

較
の
た
め
、
統
計
上
統
一
的
に
用
い
ら

れ
る
会
計
区
分
。
筑
北
村
に
お
い
て

は
、
一
般
会
計
と
バ
ス
会
計
が
含
ま
れ

ま
す
。）
で
は
、
歳
入
総
額
50
億
４
，

９
９
０
万
３
千
円
に
対
し
、
歳
出
総

額
48
億
８
，
９
１
２
万
４
千
円
で
、
翌

年
度
に
繰
り
越
す
財
源
を
控
除
し
た

実
質
収
支
は
、
１
億
５
，
７
５
４
万
２

千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
状
況

　

歳
入
は
、
主
に
国
庫
支
出
金
の
増

加
や
地
方
債
の
繰
上
げ
償
還
を
行
う

た
め
基
金
を
繰
入
れ
た
こ
と
に
よ
り

前
年
度
に
比
べ
５
，
３
３
６
万
５
千
円

（
１
・
１
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

【
村
税
】

　

主
に
法
人
税
及
び
軽
自
動
車
税
の

増
収
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
２
２
６

万
４
千
円（
０・７
％
）増
加
し
ま
し
た
。

【
地
方
交
付
税
】

　

普
通
交
付
税
が
減
額
（
合
併
算
定

替
え
の
段
階
的
な
縮
減
や
国
勢
調
査

人
口
の
減
少
が
影
響
）
や
特
別
交
付

税
も
減
額
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
前
年

度
に
比
べ
９
，
８
６
５
万
８
千
円
（
３
・

８
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

【
国
庫
支
出
金
】

　

地
方
創
生
交
付
金
や
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
な
ど
に
よ
る
補
助
事

業
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
８
，

１
３
８
万
２
千
円
（
23
・
３
％
）
増

加
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
５

２
４
万
円（
28・７
％
）減
少
し
ま
し
た
。

【
地
方
債
】

　

合
併
特
例
債
及
び
過
疎
対
策
事

業
債
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
１
億
５
，
３
３
４
万
４
千
円

（
20
・
４
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

村税
3億9,870万9千円
（7.9％）

依存財源
39億5,912万7千円
（78.4％）

自主財源
10億9,077万6千円
（21.6％）

(　)内構成比

歳入総額　50億4,990万3千円
《歳入の内訳》

分担金・負担金
4,533万2千円
（0.9％）

使用料・手数料
9,799万5千円
（1.9％）

繰入金
2億8,115万4千円
（5.6％）

地方債
6億791万3千円
（12.0％）

県支出金
2億6,107万1千円
（5.2％）

国庫支出金
4億3,109万1千円
（8.5％）

その他交付金等
9,116万円
（1.8％）

繰越金
1億7,156万5千円
（3.4％）

財産収入・寄附金・諸収入
9,602万1千円
（1.9％）

地方譲与税
5,561万円
（1.1％）

地方交付税
25億1,228万2千円
（49.8％）

平
成
28
年
度
決
算
の
状
況 

平
成
28
年
度
決
算
が
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
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歳
出
の
状
況

　

歳
出
は
、
主
に
繰
上
げ
償
還
に
伴

う
公
債
費
や
特
定
地
区
公
園
整
備
等

の
普
通
建
設
事
業
費
な
ど
が
増
加
し
、

前
年
度
に
比
べ
６
，
４
１
５
万
１
千
円

（
１
・
３
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

【
人
件
費
】

　

主
に
職
員
に
係
る
給
料
な
ど
の
減

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
２
，
４
６
０

万
３
千
円（
６・６
％
）減
少
し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

　

今
後
の
地
方
債
償
還
額
の
減
少
を

図
る
た
め
繰
上
げ
償
還
を
実
施
し
た

た
め
、
前
年
度
に
比
べ
２
億
５
７
１
万

５
千
円
（
40
・１
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

【
積
立
金
】

　

新
た
に
今
後
の
公
共
施
設
、
設
備

等
の
更
新
に
備
え
公
共
施
設
等
整
備

基
金
を
設
け
積
み
立
て
を
開
始
し
ま

し
た
が
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
３
，
３

９
６
万
４
千
円
（
20
・
８
％
）
減
少

し
ま
し
た
。

【
投
資
的
経
費
】

　

普
通
建
設
事
業
費
は
特
定
地
区
公

園
整
備
事
業
等
大
型
事
業
が
あ
り
ま

し
た
が
、
全
体
と
し
て
２
６
７
万
６
千

円
（
０
・
４
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

人件費
7億5,207万4千円
（15.4％）
扶助費
3億8,165万3千円
（7.8％）

繰出金
5億5,241万4千円
（12.5％）

投資・出資・貸付金
184万1千円
（0.0％）

積立金
5億988万9千円
（10.4％）

維持補修費
6,353万2千円
（1.3％）

物件費
8億1,752万円
（16.7％）

災害復旧事業費
441万8千円
（0.1％）

公債費
7億1,850万5千円
（14.7％）
普通建設事業費
7億3,328万7千円
（15.0％）

投資的経費
7億3,770万5千円
（15.1％）

その他の経費
22億9,918万7千円
（47.0％）

(　)内構成比

義務的経費
18億5,223万2千円
（37.9％）

補助費
3億5,399万1千円
（7.2％）

歳出総額　48億8,912万4千円
《歳出の内訳》（性質別）

平成28年度の主な事業（目的別の内訳）
総務費

（12億1,493万1千円）

・情報セキュリティ強じん化対策
・定住促進補助
・公式ホームページ更新業務
・移動販売車購入

商工費
（6,693万2千円）

・観光パンフレット等作成
・住宅リフォーム等補助事業
・永井ダムトイレ解体除却事業

民生費
（9億5,373万4千円）

・結婚推進事業
・地域支援事業（介護予防）
・旧社会就労センター解体除却
・臨時福祉給付金
・地区敬老会事業費補助

土木費
（2億9,733万3千円）

・スマートIC検討
・村道宮ノ前線、向原線改良事業
・道路定期点検（橋梁）業務
・道路・河川愛護活動補助
・除雪機購入

衛生費
（3億7,546万3千円）

・各種検診、予防接種等
・太陽光発電設置補助事業
・可燃、不燃、資源物等処理費

消防費
（1億3,892万4千円）

・消防団活動、団員装備の充実
・ハザードマップ作成
・気象観測装置設置

農林水産業費
（3億2,278万6千円）

・薬草で健康長寿の村づくり
・鳥獣被害防止資材購入補助
・水路改修事業
・松林健全化推進事業

教育費
（7億4,164万2千円）

・巡回子ども保育・教育相談
・小中学校図書共同購入
・特定地区公園整備事業
・各分館活動交付金

議会費（5,445万6千円）災害復旧費（441万8千円）公債費（7億1,850万5千円）
合計48億8,912万4千円
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特
別
会
計
の
決
算
状
況 

　

特
別
会
計
で
は
、
全
会
計
に
お
い

て
黒
字
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
主
な
支

出
内
容
は
、
と
く
ら
温
泉
施
設
で
は
、

指
定
管
理
料
の
他
、
廊
下
や
ロ
ビ
ー

の
カ
ー
ペ
ッ
ト
張
替
え
、
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
、
天
体
望
遠
鏡
保
守
点
検
な

ど
、
冠
着
温
泉
施
設
で
は
、
指
定
管

理
料
の
他
、
客
室
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
な
ど
、
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
乱

橋
簡
水
施
設
基
幹
改
良
事
業
な
ど
、

集
落
排
水
事
業
で
は
、
資
産
台
帳
作

成
業
務
や
５
箇
所
の
処
理
場
の
維
持

管
理
な
ど
、
合
併
浄
化
槽
事
業
で
は
、

合
併
浄
化
槽
６
基
を
設
置
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
は
、
全
体
で
５
億
５
，
２
４
１
万

４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

住民 1 人当たり133 万 2 千円で、前年度に比べ 2 万 2 千円増加しました。
地方債（借金）残高の状況

《特別会計歳入歳出決算額の状況》

特別会計名 歳 入 決 算 額
①

歳 出 決 算 額
②

差　引　額
③（①－②）

繰越財源
④

実質収支額
③－④

公
営
事
業

国 民 健 康 保 険 8億4,408万4千円 8億3,895万2千円 5,132万円 5,132万円

国民健康保険診療所 6,141万円 5,592万9千円 548万1千円 548万1千円

後 期 高 齢 者 医 療 6,522万7千円 6,454万1千円 68万6千円 68万6千円

介 護 保 険 7億9,049万6千円 7億6,018万7千円 3,030万9千円 3,030万9千円

公
営
企
業

宅 地 造 成 事 業 63万7千円 61万8千円 1万9千円 1万9千円

と く ら 温 泉 施 設 1,524万7千円 1,444万5千円 80万2千円 80万2千円

差 切 峡 温 泉 施 設 2,928万6千円 2,762万4千円 166万2千円 166万2千円

冠 着 温 泉 施 設 2,311万7千円 2,251万3千円 60万4千円 60万4千円

簡 易 水 道 事 業 3億1,620万7千円 3億777万4千円 843万3千円 843万3千円

集 落 排 水 事 業 1億5,297万6千円 1億4,941万円 356万6千円 356万6千円

合 併 浄 化 槽 事 業 6,831万8千円 6,563万円 268万8千円 268万8千円

合　　　　　　計 23億6,700万5千円 23億762万4千円 5,938万2千円 5,938万2千円

会　　　計　　　名 地 方 債 残 高 住民 1 人当たり

一 般 会 計 41億1,064万1千円 91万8千円

国 民 健 康 保 険 診 療 所 特 別 会 計 15万6千円 0円

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 417万2千円 0円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 9億6,462万8千円 21万5千円

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 9億7,973万円 21万8千円

合 併 浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 3億1,670万円 7万円

合 計 63億7,602万7千円 142万4千円

※住民1人当たりの金額は、平成28年度末の住基人口（4,776人）で算出しています。
※「0千円」という表記は、千円未満の金額があることを表しています。
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住民 1 人当たり81 万 7 千円で、前年度に比べ 5 万 6 千円増加しました。
基金（貯金）残高の状況

筑 北 村 の 財 政 指 標
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、平成 28 年度決算の健全化判断
比率と公営企業の資金不足比率を公表します。

≪健全化判断比率の状況≫
指　標　名 H28 H27 早期健全化基準 財政再生基準 説　　　　　　　　　明

実 質
赤 字 比 率 － － 15.00％ 20.00％

普通会計の赤字の割合を示す指標。
赤字がありませんので数値が入りま
せん。

連 結 実 質
赤 字 比 率 － － 20.00％ 30.00％

特別会計も含めた全ての会計の赤字
の割合を示す指標。全会計で赤字が
ありませんので数値が入りません。

実 質 公 債
費 比 率 5.7％ 6.7％ 25.0％ 35.0％

公債費（借金返済額）やそれに準じ
る経費の財政に対する負担の程度を
示す指標。近年の繰上償還により地
方債現在高が減少していることや元
利償還金が減少傾向にあることなど
から、対前年度比で 1 .0％減少とな
りました。

将 来 負 担
比 率 － － 350.0％

一般会計等の公債費のほか将来的に
支出が見込まれる経費の財政規模に
占める割合を示す指標。前年度と同
様に、将来負担額に対して充当可能
な財源等が上回る結果となり、数値
なしとなりました。

≪資金不足比率の状況≫
　この指標は、公営企業会計（全部で7会計）の資金不足の状況を示すものですが、資金不足を生
じている会計はありませんでした。　※全会計「数値なし」

基　　　金　　　名 基　金　残　高 住民1人当たり
財 政 調 整 基 金 26億2,173万5千円 58万5千円
減 債 基 金 3億8,738万1千円 8万6千円
地 域 福 祉 基 金 1億5,910万円 3万5千円
ふ る さ と 水 と 土 保 全 基 金 900万円 2千円
ふ る さ と づ く り 基 金 1,265万5千円 2千円
地 域 振 興 基 金 5億2,392万5千円 11万7千円
公 共 施 設 等 整 備 基 金 1億4,000万円 3万1千円
国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 6,021万7千円 1万3千円
簡 易 水 道 事 業 基 金 176万5千円 0千円
簡 易 水 道 減 債 基 金 82万2千円 0千円
造 成 宅 地 管 理 基 金 351万5千円 1千円
介 護 従 事 者 処 遇 改 善 特 例 基 金 1千万円 2千円
合 計 39億3,011万5千円 87万8千円

※住民1人当たりの金額は、平成28年度末の住基人口（4,776人）で算出しています。
※「0千円」という表記は、千円未満の金額があることを表しています。
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湯口　清武 さん

※「次回の「輝きさん」は、本城地域を予定しています。

  湯口さんは、筑北村坂北地域の百瀬地区の生まれ。8 人兄妹の長男と
して育ちました。小学校は、4 年生まで別所の分校まで片道約 3ｋｍ、5 年
生になると坂北小学校（現在の坂北図書館）まで片道約 6ｋｍを歩いて通い、
その後、小学校に併設されていた実業学校（実科）に 2 年間通いました。

卒業後は、東京の立川市にある軍事工場で設計の仕事をしていたため、
戦争には行かなくて済んだそうです。

昭和 20 年に終戦を迎えたのを機に地元に戻り、30 歳の時に親戚の紹
介で旧明科町上生野から３歳年下の奥さんをお嫁にもらい、3 人のお子
さんにも恵まれました。現在、お子さんは地元を離れ、県内のそれぞれ
の場所で生活しており、お孫さんは、奥さんが医者に行くときの送り迎
えをするために来てくれるそうです。

若い頃の思い出は、百瀬の実家では耕作地が少ないため、東京から地
元に戻ってすぐに東山地区の開拓に参加したこと。開拓当時は、重機や
トラクターがあるわけでは無く、くわやのこぎり・まさかりなどを使い、
全て人力で林野を切り開き、大きな木の切り株はそのまま残しながら、
少しずつ農地に変えたそうです。作物は切り株をよけながら植え、収穫
は一度に背負子で木の箱 2 つ（1 箱約 30ｋｇ）に詰めて背負い、坂北駅ま
で歩いて運びました。当時の楽しみは、各地区の公民館等を回って開催
される「映画」や「芝居」を見ることでした。

その後時代と共に、リヤカーから耕運機、トラクター、トラックと段々便利になり、開拓した 2 ヘクター
ルの農地にハクサイ・レタスなどを栽培していましたが、89 歳を迎えた時に農業をやめることを決意し、
農地については、作ってくれる方に無料で貸しているそうです。現在は、ご自分で食べる分だけの家庭
菜園を行っているとのこと。

そんな湯口さんにお話しをお聞きしました。

健康の秘訣は何ですか？
小さいころからよく歩き、農業を一生懸命やった結果だと思う。また、毎朝かかさず牛乳をコッ
プ一杯飲んでいること。（50 代の頃、肺気腫で危篤状態となったが、以降は健康）
自慢できることは何ですか？ 
今はやめてしまったが、約 30 年間日記をつけていた。同級会を 90 歳まで毎年行い、幹事
を務めてきた。
好きな食べ物は何ですか？
カレー　肉類
楽しみなことは何ですか？
息子さんやお孫さんとお風呂に行ったり、食事をすること。
これからの目標は何ですか？
車がなければ生活ができない場所なので、出来るだけ免許の更新ができるようにがんばりた
い。また、奥さんに毎日おいしい料理を作ること。

●坂北地域東山在住
●大正14年
　生まれの92歳

Q.
A.

Q.
A.

Q.
A.
Q.
A.
Q.
A.

転
倒
予
防
の
お
話
（10）

転んだことがある人にその時のことを聞いてみると、約 46％が
「普通に歩いていて転んだ」、次いで約 23％の人が「小走りだった」
と答えています。また、その時の気持ちとして約 43％の人が「特
に急いでいなかった」、41％の人が「急いでいた」、8.8％の人が「余
裕を持っていた」と答えています。

つまり、転んだ人の半数は、そんなに急がず普通に歩いていて
転んだというわけです。
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　　11月13日（月）～11月19日（日）　　　　　　　　　　
全国糖尿病週間です。

　　今年のテーマは“重症化予防”　「糖尿病　手遅れ防ぐ早めの受診！」

健康
ほっと
情報

糖尿病を重症化させないためには、糖尿病になる可能性があるか知る
ための身体のチェックと、糖尿病の疑いがある場合には、適切な治療が
必要となります。

まず、特定健診を受けましょう！
治療が必要な方は医師の指示のもと定期的な血液検査によるチェック

が重要ですので、自分の考えで治療中断がないようにしましょう。

１　糖尿病治療には段階があります ３　目標を達成できない場合は

２
　
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値 

を
測
定

１

段

階

２

段

階

３

段

階

食事
療法

経口血糖
降下薬

インスリン
療法

運動
療法

生活習慣の改善 薬物療法 薬物療法（注射）

食事
療法

経口血糖
降下薬

運動
療法

生活習慣の改善 薬物療法

食事
療法

運動
療法

生活習慣の改善

治療の基本

２～３ヶ月間の治療の継続

治療の継続

薬は１剤から、
徐々に２剤、３剤併用に

経口血糖降下薬

食事・運動療法を続けても、
目標を達成できない場合

2 段階へすすむ

インスリン療法

血糖降下薬の併用でも
目標を達成できない場合

３段階へすすむ

専門医へ紹介

目標を達成できない場合

 青壮年・合併症のない方は

６％未満

 目標

7％未満
を目指して
治療継続

高齢者や合併症のある方は

最低限　8％未満

もし、医師に

 「まだ薬を飲むほどではない。」
 「食事と運動に気をつけてください。」
　　　　　　　　 と言われたら・・・

私は・・・

 「大したことはない。」
 「まだ糖尿病ではないんだな。」
　　　　　と思っていて良いでしょうか？

  ～糖尿病治療者のための教室のお知らせ～
糖尿病の治療をされている方を対象に、H30 年１月～３月に３回下記の内容で教室を開催す

る予定です。
　　・　糖尿病のお薬とインスリンの仕事について
　　・　血糖のコントロールが何故必要なのでしょうか？
　　・　HbA1c を下げるためにとる食事とは
　　詳細につきましては後日広報いたしますので、ご都合つけご参加ください。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

　

除
雪
機
の
整
備
を
し
ま
し
た

 
豪
雨
災
害
を
想
定
し
た

　
　

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
！

坂
北
地
域
の
竹
場
区
で
は
、
一

般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
、
宝
く
じ
の
助
成
金

（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

２
３
０
万
円
を
受
け
、
除
雪
機
を
３

台
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
整
備
に
よ
り
、
除
雪
作
業
の

効
率
化
や
労
力
の
軽
減
が
図
ら
れ
、

安
全
な
地
域
づ
く
り
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

平
成
29
年
度
総
合
防
災
訓
練
を
、

10
月
15
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

◇
訓
練
の
様
子

本
年
度
は
初
め
て
、
台
風
の
接
近

に
伴
う
激
し
い
降
雨
に
よ
る
、
土
砂

災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
訓
練
で
は
、
災
害
発
生
を
未

然
に
防
ぐ
対
策
や
危
険
予
測
に
重
点

を
お
き
、
気
象
警
報
や
各
種
避
難
情

報
の
発
令
な
ど
、
大
規
模
な
災
害
が

発
生
す
る
前
の
段
階
に
お
け
る
危
機

管
理
対
応
訓
練
や
避
難
訓
練
を
主
に

行
い
ま
し
た
。

① 

職
員
危
機
管
理
対
応
及
び
消
防

団
幹
部
非
常
参
集
訓
練

午
前
６
時
～
８
時
の
間
に
大
雨
に

伴
う
職
員
警
戒
配
備
が
必
要
に
な
っ

た
と
想
定
し
、
村
長
以
下
災
害
警
戒

本
部
関
係
職
員
及
び
消
防
団
幹
部
が

参
集
し
、
気
象
情
報
や
昨
年
度
設
置

し
た
高
密
度
気
象
観
測
装
置
ポ
テ
カ

の
雨
量
デ
ー
タ
等
を
基
に
、
避
難
情

報
の
発
令
基
準
や
迅
速
な
判
断
等
に

関
す
る
実
践
机
上
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

② 

村
民
避
難
訓
練

午
前
７
時
30
分
に
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
情
報
を
発
令
し
、

早
め
の
避
難
準
備
と
避
難
に
時
間
が

か
か
る
高
齢
者
等
の
方
は
早
め
の
避

難
の
開
始
を
促
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

午
前
８
時
の
避
難
勧
告
発
令
放
送
と

と
も
に
、
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
の
一
時

避
難
場
所
へ
の
避
難
訓
練
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
避
難
訓
練
参
加
者
１
，９
７
０
人
）

★
こ
の
他
、
職
員
に
よ
る
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
防
災
講
話
、
指

定
避
難
所
開
設
訓
練
、
自
主
防
災
組

織
等
自
主
訓
練
（
初
期
消
火
等
）、

防
災
講
演
会
（
土
砂
災
害
・
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
）、
防
災
グ
ッ

ズ
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
備
蓄
品
、
非
常

ト
イ
レ
等
）
設
置
な
ど
の
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

◇
反
省
と
今
後
の
課
題

今
回
の
訓
練
で
得
ら
れ
た
多
く
の

課
題
等
は
、
今
後
村
の
防
災
体
制
の

構
築
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
自
主
防
災
組
織
や
区
に

お
い
て
無
線
使
用
方
法
の
習
得
や
避

難
経
路
・
要
援
護
者
の
避
難
方
法
の

確
認
・
見
直
し
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
各
自
主
防
災
組
織
等

で
出
た
、
反
省
と
課
題
も
村
と
自
主

防
災
組
織
及
び
区
と
一
緒
に
な
り
、

今
後
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
、
ス
ム
ー
ズ
な
行
動
に
よ
り
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
自

助
・
共
助
の
意
識
醸
成
は
基
よ
り
、

災
害
に
強
い
自
主
防
災
組
織
等
の
確

立
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

村
で
は
今
後
も
継
続
的
に
各
種
訓

練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
村

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
来
年
度
の

訓
練
は
、
周
辺
市
村
と
足
並
み
を
揃

え
、
平
成
30
年
９
月
２
日
（
日
）
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ハザードマップ講演会の様子
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林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

司
法
書
士
に
よ
る
空
き
家
問
題
に

関
す
る
無
料
電
話
相
談
会

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
退

共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
、
も
し
く

は
加
入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た

お
心
当
た
り
の
な
い
方
は
、
退
職
金

を
ま
だ
受
け
取
っ
て
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
当
時

の
加
入
に
つ
い
て
当
方
で
確
認
を

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
最
寄
り

の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

　

機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

〒
１
７
０
‐
８
０
５
５

　

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
‐
24
‐
１

　
　

�

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

☎
：
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
９
０

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
案
内
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
（http://w

w
w
.rintaikyo.

taisyokukin.go.jp/
）

「
空
き
家
問
題
一
一
〇
番
」

　
～
も
う
空
き
家
は

�

放
置
で
き
な
い
!?
～
　

長
野
県
の
空
き
家
率
は
19
・
２
％

で
全
国
２
位
で
す
。
も
は
や
放
置
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
空
き
家
問
題
に

つ
い
て
、
私
た
ち
司
法
書
士
は
、
相

続
や
遺
言
、
不
動
産
登
記
に
携
わ
っ

て
い
る
専
門
性
を
活
か
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
相
談

会
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

【
日
時
】

平
成
29
年
12
月
３
日
（
日
）

10
時
～
16
時 

【
専
用
電
話
番
号
】

０
１
２
０
‐
４
４
８
‐
７
８
８　

（
当
日
の
み
の
専
用
（
臨
時
）
の

�

番
号
で
す
）

※
相
談
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

 

１１月は「児童虐待防止推進月間」です

「児童虐待防止推進月間」とは…
後を絶たない児童虐待の防止に向けて、私たち国民一人ひとりが児童虐待問題をよく理
解し、社会全体の問題として取り組んでいくことを目的に、平成１６年度から「児童虐待
防止法」が施行された、１１月を「児童虐待防止推進月間」と定め、児童虐待防止のため
の啓発活動を行なうものです。

「子どもを虐待から守るための５か条」
 １．「おかしい」と感じたら迷わず連絡
 ２．「しつけのつもり」は言い訳
 ３．ひとりで抱え込まない
 ４．親の立場より子どもの立場
 ５．虐待はあなたの周りでも起こりうる

「虐待かな？と思ったらすぐに連絡を！」
子どもの様子が気になる、疑いがある。と思ったら、

� 役場住民福祉課福祉係（☎ 66-2111）までご連絡ください。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

【
こ
れ
か
ら
も
注
目
の
朝
さ
ん
ぽ
】

９
月
の
朝
さ
ん
ぽ
は
、
立
川
・
岩

戸
の
方
々
の
案
内
で
御
嶽
神
社
の
お

祭
り
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
10
月
は

「
坂
井
ち
ょ
っ
と
や
る
会
」
と
「
信

州
ア
ル
プ
ス
大
学
」
の
方
々
と
コ
ラ

ボ
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
地
域
の
人
や
グ
ル
ー

プ
と
協
力
し
て
開
催
す
る
と
よ
り
楽

し
く
、
地
域
の
方
々
の
活
動
に
も
張

り
合
い
が
で
ま
す
。
朝
さ
ん
ぽ
は

や
っ
ぱ
り
可
能
性
が
無
限
大
だ
な
あ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
組
み
合
わ
せ
が

自
由
自
在
だ
か
ら
で
す
。
コ
ー
ス
を

考
え
る
と
き
は
悩
み
も
あ
り
ま
す

が
、「
次
は
何
を
し
よ
う
？
」
と
企

画
を
考
え
る
の
は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
。
景
色
を
見
る
だ
け
で
な
く
村
を

ま
る
ご
と
楽
し
め
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
だ
と
思
い
ま
す
。

朝
さ
ん
ぽ
で
見
に
来
て
ほ
し
い
、

一
緒
に
や
り
た
い
！
と
い
う
方
、
ぜ

ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
た
と
え
小

さ
な
活
動
だ
っ
た
と
し
て
も
、
朝
さ

ん
ぽ
と
一
緒
に
行
う
こ
と
で
よ
り
楽

し
い
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
！

�

企
画
財
政
課　

大
場
鈴
子

【
筑
北
村
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
村

を
支
え
る
】

２
月
に
町
田
市
へ
フ
ッ
ト
パ
ス

コ
ー
ス
を
歩
き
に
行
っ
た
ご
縁
で
、

５
月
と
10
月
に
も
町
田
市
か
ら
お
客

様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。「
村
の
皆

さ
ん
の
人
柄
と
対
応
が
温
か
い
の
が

嬉
し
く
て
、
ま
た
来
た
。」
と
言
っ

て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
来
訪
者
に
「
普
段
着
の
お
も

て
な
し
」
を
す
る
か
と
言
う
と
、
筑

北
村
の
フ
ァ
ン
を
つ
く
り
た
い
か
ら

で
す
。フ
ァ
ン
は
村
に
関
心
を
持
ち
、

村
を
訪
れ
て
消
費
を
し
、
知
り
合
い

に
宣
伝
し
て
く
れ
ま
す
。つ
ま
り『
筑

北
村
を
支
え
る
人
た
ち
』
に
な
っ
て

く
れ
る
の
で
す
。

筑
北
村
は
毎
年
百
人
ず
つ
減
り
続

け
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
れ
ば
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
減
り
、
税
金
は
高
く
な

る
な
ど
住
民
の
負
担
は
増
え
て
い
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

来
訪
者
を
受
け
入
れ
る
の
は
、
村

の
未
来
の
た
め
、
そ
の
目
的
が
あ
る

か
ら
、
村
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
筑
北
村
だ
か
ら
で

き
る
「
普
段
着
の
お
も
て
な
し
」。

未
来
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
を
協

力
し
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

企
画
財
政
課　

飯
田
智
子

【
お
米
の
季
節
】

新
米
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
が
皆

さ
ん
は
も
う
食
べ
ま
し
た
か
？
私
が

新
米
を
食
べ
ら
れ
る
の
は
、
ま
だ
ま

だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
（
笑
）

今
年
か
ら
坂
井
い
ち
ご
園
で
も
も

ち
米
を
作
っ
て
お
り
、
先
日
脱
穀
が

終
わ
り
ま
し
た
。
美
味
し
い
も
ち
米

に
な
っ
て
い
れ
ば
い
い
な
、
な
ん
て

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

も
ち
米
を
使
っ
た
餅
つ
き
体
験
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

産
業
課　

埋
橋
佳
佑

【
秋
の
訪
れ
】

九
月
に
入
る
と
す
っ
か
り
肌
寒
く

な
り
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
の
秋
は
、活
動
の
一
環
と
し
て
、

も
ち
米
の
稲
刈
り
と
脱
穀
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
稲
刈
り
・
脱
穀

で
は
、地
元
の
農
家
さ
ん
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
に
ご
協
力
・
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

一
方
、
坂
井
い
ち
ご
園
で
は
、
九

月
に
約
１
万
６
千
株
の
い
ち
ご
の
苗

の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ

ス
前
に
は
い
ち
ご
の
収
穫
が
で
き
る

こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で
い

ち
ご
が
す
く
す
く
健
康
に
育
つ
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

産
業
課　

西
澤
智
也

【
こ
れ
か
ら
や
る
こ
と
】

小
さ
な
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

仮
に
１
つ
の
点
に
置
き
換
え
た
と
し

ま
す
。
そ
の
点
が
ぽ
つ
ぽ
つ
地
域
に

増
え
て
い
く
と
、
そ
の
点
は
い
つ
し

か
線
に
。
更
に
は
そ
の
線
が
増
え
る

と
、
い
つ
し
か
線
は
面
に
。
こ
の
よ

う
に
１
つ
の
点
か
ら
地
域
を
活
性
化

し
て
い
く
考
え
を
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
呼
び
ま
す
（
母
校
の
教
授

の
受
け
売
り
で
す
が
）。

そ
の
１
つ
の
点
と
し
て
僕
は
拠
点

を
作
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
が

集
ま
る
き
っ
か
け
を
提
供
で
き
る
よ
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う
な
場
所
、
ま
だ
イ
メ
ー
ジ
が
ぼ
ん

や
り
で
す
が
是
非
や
り
た
い
！

こ
の
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
稲
刈
り
の
よ
う
な
も
の
で
、
誰
か

が
稲
を
刈
り
始
め
る
と
、
皆
こ
ぞ
っ

て
そ
ろ
そ
ろ
か
と
刈
り
始
め
る
あ

の
感
じ
で
す
。
あ
い
つ
も
や
っ
て
い

る
か
ら
俺
も
や
ろ
う
、
そ
ん
な
相
乗

り
欲
求
を
沸
き
立
て
る
も
の
に
し

た
い
で
す
。

�

企
画
財
政
課　

青
木
陽
太
郎

【
お
披
露
目
】

９
月
の
下
旬
か
ら
気
温
が
ぐ
っ

と
下
が
り
、
布
団
か
ら
な
か
な
か
出

ら
れ
な
い
朝
が
続
い
て
い
る
宮
澤

で
す
！

最
近
あ
っ
た
事
で
は
９
月
23
日
に

「
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
さ
れ
、

筑
北
村
か
ら
明
科
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
と
て
も
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
ね
！
私

が
協
力
隊

に
就
任
し

て
す
ぐ
か

ら
手
が
け

て
お
り
ま

し
た
、
新

矢
越
ト
ン

ネ
ル
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
記
念
品
の
扇
子
を
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
残

る
物
で
し
た
の
で
、
携
わ
る
事
が
と

て
も
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
完
成

品
を
見
て
ほ
っ
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し

ま
し
た
。

�

産
業
課　

宮
澤
真
未

【
ち
く
ほ
く
の
伝
統
】

地
区
ご
と
に
秋
の
祭
り
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
ど
こ
も
立
派
で
、

中
に
は
山
車
に
笛
に
太
鼓
に
、
そ
れ

か
ら
獅
子
舞
、
巫
女
と
ず
っ
と
引
き

継
が
れ
て
き
た
文
化
と
技
術
が
残
っ

て
い
る
の
は
と
て
も
誇
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
当
た
り
前
に
あ
っ
て

も
、
他
に
は
な
い
素
敵
な
祭
が
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
筑
北
村
の

伝
統
文
化

の
継
承
に

も
繋
が
る

誰
か
が
知

る
き
っ
か

け
に
な
る

よ
う
、
自

分
に
で
き

る
こ
と
を

考
え
て
み

た
い
で
す
。

�

生
涯
学
習
係　

進
藤
香
織

【
初
秋
】

暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
秋
の
気
配

も
だ
ん
だ
ん
ハ
ッ
キ
リ
と
し
て
き
た

今
日
こ
の
頃
で
す
。
少
し
で
も
雨
が

降
る
と
肌
寒
く
感
じ
、
風
が
吹
く
と

落
ち
葉
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
り
、

夕
方
も
日
没
が
少
し
ず
つ
で
す
が
早

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
筑
北
村
の
特
産
品
で
も
あ

る
は
ぜ
か
け
米
の
作
業
も
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ

り
い
っ
そ
う
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

小
学
生
の
運
動
会
の
練
習
風
景
を

見
た
り
聞
い
た
り
、
中
学
生
の
文
化

祭
な
ど
の
準
備
の
話
を
聞
い
て
い
る

と
懐
か
し
さ
も
蘇
り
ま
す
。
夜
の
練

習
も
、
動
か
な
い
と
半
そ
で
半
ズ
ボ

ン
で
は
寒
い
の
で
、
さ
す
が
の
子
ど

も
達
も
服
装
が
だ
ん
だ
ん
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
寒
い
冬
に
な
る

で
し
ょ
う
が
、
今
は
そ
の
季
節
の
変

わ
り
目
と
そ
の
冬
に
向
け
て
の
準
備

期
間
と
い
う
こ
と
で
楽
し
も
う
と
思

い
ま
す
。

筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

�
早
川
広
樹

【
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
】

西
条
温
泉
と
く
ら
は
毎
日
多
く
の

お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
も
赴
任
し
て
約
５
ヶ
月
が
た
ち

ま
し
た
が
、
ま
だ
不
慣
れ
で
お
客
様

に
は
ご
迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
目
的
は
、
温
泉
・
食
堂
を

は
じ
め
、
様
々
な
お
集
ま
り
や
村
外

か
ら
の
ご
宿
泊
の
方
な
ど
が
、
こ
こ

と
く
ら
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
皆
様
か
ら
「
こ
こ
は
良

い
場
所
だ
」「
こ
ん
な
に
良
い
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
の
は
知
ら
な
か
っ
た
」

と
お
帰
り
の
際
、
声
を
掛
け
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
疲
れ
て
い
て
も

嬉
し
い
言
葉
を
い
た
だ
く
と
、
も
う

ひ
と
頑
張
り
で
き
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
て
お
客
様
が
集
ま
り
、
癒

し
の
場
・
く
つ
ろ
ぎ
の
場
・
語
ら
い

の
場
と
、
西
条
温
泉
と
く
ら
は
大
切

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
と
確
信
し

ま
し
た
。

�

産
業
課
観
光
室　

西
澤
高
広
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Ⅰ 

調
査
の
概
要

１ 

調
査
の
目
的

⑴ 

全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学
力

や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、

教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検

証
す
る
。

⑵ 

児
童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
の
充

実
や
学
習
状
況
の
改
善
等
に
役

立
て
る
。

⑶ 

教
育
に
関
す
る
継
続
的
な
検
証

改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
。

２ 

実
施
日　

平
成
29
年
４
月
18
日（
火
）

３ 

対
象
学
年　

村
内
２
小
学
校
第
６

学
年
、
聖
南
中･

筑
北
中
学
校
第
３
学
年

Ⅱ 

全
国
学
力
調
査
の
状
況

１ 

各
教
科
平
均
正
答
率
に
よ
る
調
査
結
果

（
単
位
％
、
小
数
点
第
一
位
で
四
捨

五
入
、
い
ず
れ
も
公
立
小
中
学
校
）

２ 

調
査
結
果
の
見
方

⑴ 

「
平
均
正
答
率
」
と
は
、
国
語
、

算
数
・
数
学
の
平
均
正
答
数
を

設
問
数
で
割
っ
た
値
の
百
分
率

を
表
し
て
い
る
が
、
本
年
度
よ

り
小
数
点
第
一
位
を
四
捨
五
入

し
整
数
で
表
す
よ
う
に
な
っ
た
。

⑵ 

【
注
】
の
見
方
は
、
左
記
の
通

り
で
あ
る
。

ア 

「
同
等
」
と
は
、
全
国
の
平
均

正
答
率
と
比
較
し
て
、
筑
北
村

の
各
教
科
の
平
均
正
答
率
が
、

±
５
ポ
イ
ン
ト
以
内
の
状
況
に

あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

イ 

「
不
十
分
」
と
は
、
全
国
の
平

均
正
答
率
と
比
較
し
て
、
筑
北

村
の
各
教
科
の
平
均
正
答
率
が
、

５
ポ
イ
ン
ト
以
上
下
回
っ
て
い

る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
表
し
て

い
る
。

ウ 

「
顕
著
」
と
は
、
全
国
の
平
均
正

答
率
と
比
較
し
て
、
筑
北
村
の

各
教
科
の
平
均
正
答
率
が
５
ポ

イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
る
状

況
に
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

Ⅲ 

「
全
国
学
力
調
査
」か
ら
示
唆
さ
れ
た
こ
と

１ 

小
学
校

⑴ 

国　

語

　
　
「
読
む
こ
と
」
で
は
、
月
の
様

子
を
読
ん
だ
俳
句
の
情
景
に
つ
い

て
、
適
切
な
も
の
や
グ
ル
ー
プ
の

話
し
合
い
を
通
し
て
見
つ
け
た
俳

句
の
よ
さ
を
選
択
す
る
こ
と
は
、

概
ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
書
く
こ
と
」
で
は
、
手

紙
の
後
付
け
に
必
要
な
日
付
・
署

名
・
宛
名
の
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に

つ
い
て
、
適
切
な
も
の
を
選
択
す

　

平
成
29
年
度
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て（
公
表
）

 

筑
北
村
教
育
委
員
会

る
こ
と
に
は
、課
題
が
み
ら
れ
ま
す
。

⑴ 

算　

数

　
　
「
数
と
計
算
」
で
は
、
商
を
分

数
で
表
す
こ
と
・
二
つ
の
最
小
公

倍
数
を
求
め
る
こ
と
・
加
法
と
乗

法
の
混
合
し
た
整
数
と
小
数
の
計

算
を
す
る
こ
と
は
、
概
ね
理
解
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
数
量
関
係
」
で
は
、

ゴ
ム
の
力
で
動
く
車
が
進
ん
だ
距

離
を
調
べ
る
場
面
で
、
示
さ
れ
た

数
値
を
基
準
と
し
た
場
合
の
平
均

の
求
め
方
を
言
葉
や
式
で
表
す
こ

と
に
は
、
課
題
が
み
ら
れ
ま
す
。

２ 

中
学
校

⑴ 

国　

語

　
　
「
読
む
こ
と
」
で
は
、
夏
目
漱
石

の
「
夢
十
夜
」
の
冒
頭
に
あ
る
あ

ら
す
じ
を
踏
ま
え
、
各
場
面
の
展

開
や
登
場
人
物
の
描
写
に
注
意
し

て
読
み
な
が
ら
内
容
を
把
握
す
る

こ
と
は
、概
ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
書
く
こ
と
」
で
は
、
自

分
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
た

練
習
を
基
に
書
い
た
下
書
き
の
文

章
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
読
ん
だ
友

達
か
ら
の
助
言
を
基
に
自
分
の
表

現
を
見
直
す
こ
と
に
は
、
課
題
が

み
ら
れ
ま
す
。　
　
　

⑵ 

数　

学

　
　
「
関
数
」
で
は
、
長
さ
が
12
㎝

の
線
香
が
燃
え
始
め
て
か
ら
の
時

間
と
線
香
の
長
さ
の
関
係
を
表
し

た
グ
ラ
フ
を
基
に
、
具
体
的
な
事

象
に
お
け
る
２
つ
の
数
量
の
変
化

や
対
応
を
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
る

こ
と
は
、概
ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
図
形
」
で
は
、
多
角
形

の
内
角
の
和
の
求
め
方
、
証
明
の

根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
三

角
形
の
合
同
条
件
、
作
図
の
手
順

を
読
み
、
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
平
行
四
辺
形
に
な
る
た
め

の
条
件
、
命
題
の
仮
定
と
結
論
を

区
別
し
、
与
え
ら
れ
た
命
題
の
仮

定
を
読
み
取
る
こ
と
に
は
、
課
題

が
み
ら
れ
ま
す
。

Ⅳ 

「
学
習
状
況
調
査
」
の
状
況

１ 

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関

す
る
質
問
紙
調
査

⑴ 

児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

ア 

学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、
学

習
環
境
、
生
活
の
諸
側
面
等

⑵ 

学
校
に
対
す
る
調
査

ア 

指
導
方
法
に
関
す
る
取
組
や

人
的
・
物
的
な
教
育
条
件
整
備

の
状
況
等

２ 

良
好
な
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と

※ 

「
良
好
な
状
況
で
あ
る
」
と
は
、

全
国
と
比
べ
て
５
ポ
イ
ン
ト
以

上
望
ま
し
い
生
活
等
が
上
回
っ

て
い
る
状
況

⑴ 

家
庭
生
活

ア 

小
学
校
第
６
学
年

・
新
聞
を
週
に
１
～
３
回
読
ん
で
い
る
。

イ 

中
学
校
第
３
学
年

・
一
日
当
た
り
１
時
間
以
上
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
通

話
や
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
し
て
い
る
生
徒
は
少
な
い
。

ウ 

小
・
中
学
校
で
共
通
し
て
い
る
内
容

・
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
。

・
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
を

よ
く
見
て
い
る
。

教科 県 全国 筑北村 【注】

小
学
校

国語A 75 75 同    等  【ア】
国語B 57 58 同    等 
算数A 78 79 同    等 
算数 B 46 46 不十分  【イ】

中
学
校

国語A 78 77 顕    著  【ウ】
国語B 72 72 同    等 
数学A 64 65 不十分 
数学 B 48 48 不十分 
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⑵ 

学
校
生
活

ア 

小
学
校
第
６
学
年

・
自
分
の
考
え
が
う
ま
く
伝
わ
る

よ
う
、
資
料
や
文
章
、
話
の
組

み
立
て
な
ど
を
工
夫
し
て
発
表

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

イ 

中
学
校
第
３
学
年

・
友
達
と
話
し
合
う
と
き
、
友
達

の
考
え
を
受
け
て
、
自
分
の
考

え
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

・
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
ほ
か

の
学
習
や
普
段
の
生
活
に
生
か

し
て
い
る
。

・
話
し
合
い
で
は
、
話
し
合
う
内

容
を
理
解
し
て
、
相
手
の
考
え

を
最
後
ま
で
聞
き
、
自
分
の
考

え
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

⑶ 

地
域
生
活

ア 

小
学
校
６
学
年

・
地
域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る

問
題
や
出
来
事
に
関
心
を
も
っ

て
い
る
。

イ 

中
学
校
第
３
学
年

・
昼
休
み
や
放
課
後
、
学
校
が
休

み
の
日
に
、
学
校
や
地
域
の
図

書
館
に
よ
く
行
っ
て
い
る
。

ウ 

小
・
中
学
校
で
共
通
し
て
い
る
内
容

・
今
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事

に
進
ん
で
参
加
し
て
い
る
。

３ 

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と

※ 

「
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

は
、
全
国
と
比
べ
て
５
ポ
イ
ン

ト
以
上
望
ま
し
く
な
い
生
活
等

が
見
ら
れ
る
状
況

⑴
家
庭
生
活

ア 

小
学
校
第
６
学
年

・
毎
日
、
同
じ
時
刻
に
寝
起
き
す

る
児
童
が
少
な
い
。

・
家
で
、
学
校
の
授
業
の
復
習
を

し
て
い
な
い
児
童
が
多
い
。

イ 

中
学
校
第
３
学
年

・
普
段
（
月
～
金
曜
日
）
、
一
日

当
た
り
３
時
間
以
上
テ
レ
ビ
や

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
聞

い
た
り
し
て
い
る
生
徒
が
多
い
。

ウ 

小
・
中
学
校
で
共
通
し
て
い
る
内
容

・
土
曜
日
や
日
曜
日
な
ど
学
校
が

休
日
の
一
日
当
た
り
の
学
習
時

間
は
、
２
時
間
よ
り
少
な
い
児

童
、
３
時
間
よ
り
少
な
い
生
徒

が
多
い
。

⑵ 

学
校
生
活

ア 

小
学
校
第
６
学
年

・
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
～
３

枚
の
感
想
文
や
説
明
文
を
書
く

こ
と
を
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

イ 

中
学
校
第
３
学
年

・
数
学
の
問
題
の
解
き
方
が
分
か

ら
な
い
と
き
は
、
諦
め
ず
に
い

ろ
い
ろ
な
方
法
を
考
え
る
こ
と

は
苦
手
で
あ
る
。

⑶ 

地
域
生
活

イ 

中
学
校
第
３
学
年

・
地
域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る

問
題
や
出
来
事
に
関
心
が
あ
ま

り
な
い
。

ウ 

小
・
中
学
校
で
共
通
し
て
い
る
内
容

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

な
い
。

Ⅴ 

今
後
に
向
け
て

１ 

更
に
、
伸
長
さ
せ
て
い
き
た
い
こ
と

⑴ 

家
庭
生
活

　
　

｢

自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強

を
し
て
い
ま
す
か｣

に
対
し
て
、

小
学
生
は
約
60
％
、
中
学
生
は

約
65
％
が
、「
し
て
い
る
」
あ
る

い
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
し
て

い
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
小

学
生
は
全
国
と
比
べ
て
同
等
で

す
が
、
中
学
生
は
全
国
と
比
べ

て
、約
13
％
も
上
回
っ
て 

い
ま
す
。

　
　

更
に
、
ご
家
庭
で
も
筑
北
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
の
一
つ
で
あ

る
「
対
話
を
し
よ
う
」
を
意
識

し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

機
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
進
ん
で
学
習
に

取
り
組
め
る
状
況
づ
く
り
に
努

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

⑵ 

学
校
生
活

　
　
「
話
し
合
い
で
は
、
相
手
の
考

え
を
最
後
ま
で
聞
き
、
自
分
の
考

え
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
た
と

思
い
ま
す
か
」
に
対
し
て
、
小

学
生
は
約
80
％
、
中
学
生
は
約

82
％
が
、「
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」
と

回
答
し
て
お
り
、
小
学
生
は
全

国
と
比
べ
て
同
等
で
す
が
、
中

学
生
は
全
国
と
比
べ
て
約
９
％

も
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　

更
に
、
新
し
い
時
代
に
必
要
と

な
る
資
質
・
能
力
に
向
け
て
、
主

体
的
・
対
話
的
な
深
い
学
び
の
実

現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
日

常
授
業
で
は
、「
話
す
こ
と
・
聞

く
こ
と
」
の
基
礎
的
・
基
本
的
な

知
識
だ
け
で
な
く
、 

よ
り
効
果
的

に
相
手
に
伝
え
、
相
手
の
表
現
の

要
点
や
工
夫
点
に
着
目
で
き
る

場
面
を
構
成
す
る
な
ど
の
授
業

改
善
に
一
層
務
め
ま
す
。

⑶ 

地
域
生
活

　
　
「
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事

に
参
加
し
て
い
ま
す
か
」
に
対
し

て
、
小
学
生
は
約
92
％
、
中
学
生

は
約
71
％
が
、「
当
て
は
ま
る
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」

と
回
答
し
て
お
り
、
小
学
生
は

全
国
と
比
べ
て
約
30
％
、
中
学

生
は
全
国
と
比
べ
て
、
約
29
％

も
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　

更
に
、
教
育
委
員
会
が
本
年
度

よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
第
二
次

子
ど
も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
掲
げ
て
い
る
「
様
々
な
人
と
の

交
流
活
動
」
等
の
内
容
を
充
実
さ

せ
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
と

い
う
意
識
に
ま
で
高
め
ら
れ
る

活
動
の
展
開
に
一
層
務
め
ま
す
。

２ 

更
に
、
改
善
を
図
り
た
い
こ
と

⑴ 

算
数
・
数
学
の
授
業
改
善

　
　
「
算
数
・
数
学
の
授
業
の
内
容

は
よ
く
分
か
り
ま
す
か
」
に
対

し
て
、
小
学
生
は
約
28
％
、
中

学
生
約
35
％
が
、「
当
て
は
ま
ら

な
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当

て
は
ま
ら
な
い
」
と
回
答
し
て

お
り
、
小
学
生
は
全
国
と
比
べ

て
９
％
、
中
学
生
は
全
国
と
比

べ
て
５
％
も
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
で
は
、

各
小
中
学
校
が
、
指
導
方
法
や

学
習
形
態
等
に
配
慮
し
て
、
で

き
る
喜
び
や
考
え
る
楽
し
さ
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
算
数
・

数
学
学
習
の
充
実
の
た
め
の
学

習
環
境
整
備
に
一
層
務
め
ま
す
。
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平
成
２
９
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
に
つ
い
て（
公
表
）

麻
績
村
筑
北
村
学
校
組
合
教
育
委
員
会 

 

Ⅰ　

調
査
の
概
要

�

（
筑
北
村
教
育
委
員
会
公
表
参
照
）

 

Ⅱ　
「
全
国
学
力
調
査
」
の
状
況

　

１ 

主
と
し
て
、「
知
識
Ａ
」
に
関

す
る
調
査
結
果

　

 

「
国
語
Ａ
」「
数
学
Ａ
」
と
も

に
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
は
、

全
国
の
平
均
正
答
率
【
※
①
】

と
比
べ
て
、
同
等
【
※
②
】

で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

【
①
】「
平
均
正
答
率
」
と
は
、

国
語
・
数
学
の
平
均
正
答

数
を
設
問
数
で
割
っ
た
値

の
百
分
率
の
こ
と
で
あ
る
。

【
②
】「
同
等
」
と
は
、
全
国
の

平
均
正
答
率
と
比
較
し
て
、

筑
北
中
学
校
の
各
教
科
の

平
均
正
答
率
が
±
５
ポ
イ

ン
ト
以
内
の
状
況
に
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

２ 

主
と
し
て
、「
活
用
Ｂ
」
に
関

す
る
調
査
結
果

　

 

「
国
語
Ｂ
」
は
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
の
定
着

は
、
全
国
の
平
均
正
答
率

と
比
べ
て
同
等
で
あ
る
が
、

「
数
学
Ｂ
」
は
、
顕
著
【
※

③
】
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。

【
③
】「
顕
著
」
と
は
、
全
国
の

平
均
正
答
率
と
比
較
し
て
、

筑
北
中
学
校
の
各
教
科
の
平

均
正
答
率
が
５
ポ
イ
ン
ト
以

上
上
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

 

Ⅲ　
「
全
国
学
力
調
査
」か
ら
示
唆
さ
れ
た
こ
と

　

１ 

国 

語

　

 

「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国

語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」の

領
域
に
お
い
て
は
、基
礎
・
基
本

の
確
実
な
定
着
が
不
十
分
で
す
。

　

 

ま
た
、
「
読
む
こ
と
・
聞
く

こ
と
」
の
領
域
に
お
い
て
も
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

の
定
着
が
不
十
分
で
す
。

　

２ 

数 

学

　
 

「
数
と
式
」「
資
料
の
活
用
」の

領
域
は
、
概
ね
理
解
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

 
更
に
、「
図
形
」「
関
数
」の
領
域

に
お
い
て
も
、思
考
力・判
断
力・

表
現
力
等
の
定
着
は
顕
著
で
す
。

 

Ⅳ　
「
学
習
状
況
調
査
」
の
状
況

　

１ 

良
好
な
状
況
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と

※
「
良
好
な
状
況
で
あ
る
」
と
は
、

全
国
と
比
べ
て
５
ポ
イ
ン
ト
以

上
望
ま
し
い
生
活
等
が
上
回
っ

て
い
る
状
況

⑴ 

家
庭
生
活

・
90
％
の
生
徒
が
、
決
ま
っ
た

時
間
に
、
起
床
・
就
寝
を
し
、

毎
日
朝
食
を
と
っ
て
い
る
。

・
家
庭
学
習
の
時
間
は
余
り
伸
び

て
い
な
い
が
、
特
に
学
習
時
間

が
極
端
に
短
い
生
徒
は
少
な
い
。

・
ほ
ぼ
全
員
の
生
徒
が
学
校
の

宿
題
を
確
実
に
行
っ
て
い
る
。

・
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
、
メ
ー
ル
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
関
わ
る
時
間

は
、
全
国
と
比
べ
て
比
較
的

低
く
な
っ
て
い
る
。

⑵ 

学
校
生
活

・
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
困
っ
て

い
る
友
だ
ち
を
助
け
よ
う
と

し
て
い
る
。

・
学
級
み
ん
な
で
協
力
し
て

何
か
を
や
り
遂
げ
、
う
れ
し

か
っ
た
経
験
を
持
つ
生
徒
の

割
合
が
高
い
。

・
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り

た
い
と
願
う
生
徒
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。

⑶ 

地
域
生
活

・
該
当
す
る
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２ 

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と

※
「
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

は
、
全
国
と
比
べ
て
、
５
ポ
イ

ン
ト
以
上
望
ま
し
く
な
い
生
活

等
が
見
ら
れ
る
状
況

⑴ 

家
庭
生
活

・
平
日
の
家
庭
学
習
時
間
が
２

時
間
未
満
、
休
日
の
家
庭
学

習
時
間
が
３
時
間
未
満
の
生

徒
の
割
合
が
高
い
。

・
授
業
の
予
習
や
復
習
を
し
て

い
る
生
徒
の
割
合
が
低
い
。

・
全
体
的
に
読
書
時
間
が
短
い

生
徒
の
割
合
が
高
い
。

・
平
日
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
２
時
間
以
上
見
る

生
徒
の
割
合
が
高
い
。 

⑵ 

学
校
生
活

・
難
し
い
こ
と
で
も
失
敗
を
恐

れ
ず
に
挑
戦
で
き
な
い
生
徒

の
割
合
が
や
や
高
い
。

・
友
達
の
前
で
自
分
の
考
え
や

意
見
を
発
表
す
る
こ
と
が
苦

手
な
生
徒
の
割
合
が
高
い
。

⑶ 

地
域
生
活

・
該
当
す
る
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

Ⅴ　

今
後
に
向
け
て

　

１ 

更
に
伸
長
さ
せ
て
い
き
た
い
こ
と

⑴ 

家
庭
学
習
の
習
慣
を
定
着
さ

せ
る
た
め
に
、
授
業
と
連
動
し

た
復
習
や
予
習
に
な
る
よ
う
授

業
展
開
や
指
導
を
工
夫
し
た
り
、

家
庭
学
習
の
評
価
方
法
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
り
す
る
こ
と
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

⑵ 

授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
化
や
授
業
形
態
（
個
人
、

ペ
ア
・
グ
ル
ー
プ
、
学
級
全
体
）

を
工
夫
し
た
授
業
展
開
を
し
て
、

学
習
意
欲
の
向
上
や
主
体
的
な

関
わ
り
、
自
己
表
現
力
等
の
伸

長
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

２ 

更
に
、
改
善
を
図
り
た
い
こ
と

⑴ 

学
校
で
の
諸
活
動
の
中
で
、

明
確
な
目
的
や
必
要
感
を
持
た

せ
、
計
画
的
に
活
動
に
取
り
組

ま
せ
て
い
く
中
で
、
達
成
感
や

自
己
有
用
感
を
高
め
、
自
己
肯

定
感
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
友
達
と
関
わ
り
な
が
ら

活
動
す
る
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
自
己
表
現

力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
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「屋外広告物」を表示・設置・管理している皆さま

屋外広告物による危害防止のため、
「定期的な点検」が義務になります

近年全国的に、適切に管理されていない屋外広告物が見受けられ、平成 27 年 2 月には札幌
市において建物に取り付けられた看板が落下、歩行者を直撃する重大事故が発生しました。

このような状況を受け、長野県では「屋外広告物条例（※１）」を一部改正しました。

これにより、屋外広告物の管理者等（※２）は、日常の補修その他の管理に
加え、風雨や経年劣化によって屋外広告物に倒壊・落下のおそれ等が生じ
ないよう、「定期的な点検」を行うことが義務となります。
※１ 長野県の屋外広告物条例の対象地域は、独自条例を制定している長野市、松本市、飯田市、諏訪市、駒ケ根市、

安曇野市及び小布施町を除く県下全域です。
※２ 管理者等とは、屋外広告物又はこれを掲出する物件を表示し、設置し、又は管理する方です。

  １  点検の対象�
次のものを除く、すべての屋外広告物が点検の対象です。

（除かれるもの）
○ はり紙、はり札、立看板類、広告幕類、アドバルーン、壁面等に描かれたもの
○ 法令の規定により表示又は設置が義務付けられているもの

  ２  点検の方法�
（1） 点検時期

屋外広告物を表示・設置・改造した時、及びその後３年以内ごと
（2） 点検項目

本体及び取付け部の変形・腐食等、ボルト及びビス等のサビ・緩み等、表示面の破損・はく離・
汚染・退色・変色等、その他照明等の取付け状態等
  ３  点検者の資格�

広告物本体の高さが４ｍを超える屋外広告物の点検は、屋外広告士又は屋外広告物条例施行規
則で定める者（建築士、電気工事士、その他）に行わせなければなりません。
  ４  点検結果の保管・報告�

点検結果の記録は、屋外広告物を除却するまでの間、保管しなければなりません。
また、市町村長から表示・設置の許可を受けている屋外広告物は、許可の更新時に点検結果の

報告書を提出する必要があります。（※３）

※３ この場合の点検は、許可の有効期限満了日の 60 日前から更新申請日までに行われたものが有効です。

  ５  一部改正の施行日�
平成 29 年 10 月１日（※４）

※４ 施行日前であっても、倒壊・落下のおそれのある屋外広告物の表示や設置は禁止されています。
※５ 一部改正の施行日において設置後３年経過している屋外広告物は、速やかな点検実施をお願いします。

⇒ 詳しい制度の内容、点検資格者、点検記録の様式は、ホームページをご覧下さい
https://www.pref.nagano.lg.jp/toshikei/kurashi/sumai/kokoku/jore/index.html

長野県建設部 都市・まちづくり課 景観係【電話 026-235-7348（直）】
筑北村 観光室　【電話　0263-66-2111】
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筑北村
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議
会
9
月
定
例
会

一
般
質
問

財
政
運
営

待井　安登 議員

質
問　

厳
し
い
財
政
運
営
の
な
か
、

起
債
の
繰
上
償
還
及
び
、
基
金
の
積

立
て
な
ど
に
よ
り
、
実
質
公
債
費
比

率
が
過
去
最
低
の
５
・７
％
と
な
り
健

全
財
政
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

状
況
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　

実
質
公
債
費
比
率

は
、
平
成
19
年
度
の
23
・
３
％
か
ら

平
成
28
年
度
は
５
・
７
％
と
大
幅
に

改
善
で
き
た
。
こ
れ
は
交
付
税
の
増

額
交
付
に
よ
る
財
源
確
保
、
地
方
債

の
繰
上
償
還
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
交
付
税
は
確
実
に
減
少
す
る

こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
実
質
公
債

費
比
率
は
上
昇
と
な
る
。
数
値
の
上

昇
を
少
し
で
も
抑
制
で
き
る
よ
う
、

歳
入
・
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
な
ど
大
き
な
事
業
も

計
画
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
起
債
借
入

と
起
債
償
還
の
バ
ラ
ン
ス
を
含
め
、
公

債
費
比
率
の
目
標
値
を
ど
の
辺
に
お

き
財
政
運
営
を
さ
れ
て
い
く
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
平
成
35
年
度
の
13
・
４

％
を
試
算
し
て
い
る
が
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
は
、
村
の
負
担
額

が
未
確
定
で
あ
り
、
加
味
さ
れ
て
い
な

い
。
現
段
階
で
の
試
算
は
難
し
い
。
今

後
も
歳
出
削
減
な
ど
財
源
確
保
と
、
公

債
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
き
た
い
。
目

標
と
し
て
、
13
・
４
％
を
超
え
な
い
こ

と
を
第
一
に
、
財
政
健
全
化
の
黄
信
号

で
あ
る
18
・
０
％
を
超
え
な
い
範
囲
に

抑
え
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

平
成
28
年
度
決
算
で
は
、
普

通
交
付
税
が
合
併
算
定
替
特
例
期
間

の
終
了
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
マ
イ

ナ
ス
３
・
６
％
、
８
９
０
０
万
円
余

り
減
と
な
っ
た
。
地
方
税
を
は
じ
め

と
し
た
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、

今
後
ど
う
取
り
組
む
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　

自
主
財
源
確
保
の

た
め
、
使
用
料
、
手
数
料
、
負
担
金
等

を
見
直
し
、
適
正
な
受
益
者
負
担
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
負
担
の
公

平
性
か
ら
も
見
直
し
方
針
を
策
定
中
で

あ
り
、
今
後
住
民
を
含
め
た
検
討
委
員

会
を
組
織
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

各
会
計
ご
と
に
、
現
年
度
分

過
年
度
分
の
未
収
額
に
つ
い
て
、
自

主
財
源
確
保
の
た
め
に
も
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長　

各
課
と
の
連
携
、
情
報

共
有
を
よ
り
一
層
密
に
し
、
催
告
、

差
押
え
、
分
納
納
付
な
ど
少
し
で
も

未
収
、
収
入
未
済
額
の
減
に
努
め
て

い
き
た
い
。

質
問　

健
全
財
政
の
維
持
継
続
の
た

め
に
も
、
全
庁
体
制
で
の
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
い
。

関
川
村
政
を
振
り
返
り

村
の
将
来
の
た
め
実
施
で
き
た
こ
と

 

沖村　智 議員　

質
問　

関
川
村
政
を
振
り
返
り
、
総

括
と
し
て
実
施
で
き
た
こ
と
を
伺
う
。

村
長　

６
項
目
の
公
約
を
示
し
実
行

し
て
き
た
。

①
安
定
し
た
水
源
の
確
保

　

水
源
を
確
保
し
、
安
心
・
安
定
の

提
供
と
と
も
に
維
持
管
理
費
の
大
幅

な
削
減
を
目
指
す
。

②
荒
れ
た
農
地
再
生

　

企
業
の
参
入
を
奨
励
し
、
６
次
産

業
化
に
よ
る
商
品
販
売
を
目
指
す
。

③
若
者
定
住
対
策

　

保
育
園
の
無
料
化
の
実
施
と
充
実

し
た
教
育
の
推
進
を
目
指
す
。
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
子
ど
も
、
子
育

て
は
筑
北
村
で
」

④
住
民
福
祉
対
策

　

住
民
の
安
心
・
安
全
は
行
政
の
最

大
の
務
め
。
高
齢
者
福
祉
へ
の
取
組
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み
と
災
害
対
策
に
取
組
ん
で
い
る
。

⑤
学
校
の
統
合

　

平
成
32
年
度
統
合
に
向
け
準
備
会

も
開
催
さ
れ
現
在
進
ん
で
い
る
。
学

校
以
外
の
施
設
も
有
効
活
用
を
前
提

に
事
業
を
進
め
て
い
る
。

⑥
麻
績
村
と
の
合
併

　

６
項
目
の
中
で
５
項
目
に
着
手
し
、

現
在
も
着
々
と
進
め
て
い
る

質
問　

議
員
と
し
て
反
対
し
た
事
業

も
あ
っ
た
が
、
村
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
も
と
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
村

政
だ
と
感
じ
た
。
同
様
の
質
問
を
副

村
長
に
も
伺
う
。

副
村
長　

村
長
公
約
を
い
か
に
実
行

す
る
か
を
考
え
、
職
員
教
育
、
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
２
点
に

重
点
を
お
い
た
。
村
の
活
性
化
、
村
民

益
に
つ
な
が
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

あ
い
さ
つ
や
電
話
対
応
等
、

職
員
の
資
質
は
向
上
し
た
と
実
感
し

て
い
る
。今

後
の
村
の
方
針

質
問　

今
後
４
年
間
の
柱
と
な
る
事

業
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

一
番
大
き
な
も
の
と
し
て
、

議
会
と
も
協
議
し
て
進
め
て
き
た
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
事
業

化
で
あ
る
。
こ
の
事
業
を
柱
と
し
て
、

企
業
誘
致
、
若
者
定
住
、
村
の
Ｐ
Ｒ

を
展
開
し
た
い
。

　

こ
の
他
、
Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
、
学
校

統
合
、
高
速
情
報
通
信
網
の
整
備
が

あ
る
。

　

ま
た
、
今
ま
で
に
取
組
ん
で
き
た

６
項
目
で
も
、
継
続
し
て
実
施
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
ら
の
事
業
も
加
味
し

て
実
施
し
て
い
く
。

質
問　

ど
の
事
業
も
本
当
に
村
の
将

来
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、

区
や
常
会
の
運
営
に
限
界
を
来
た
し

て
い
る
場
所
も
あ
る
の
で
、
ソ
フ
ト

事
業
に
も
尽
力
い
た
だ
き
た
い
。

議
会
と
の
関
係

質
問　

行
政
と
議
会
は
両
輪
と
例
え

ら
れ
る
が
、
こ
の
４
年
間
の
議
会
と

の
関
係
に
つ
い
て
所
感
を
伺
う
。

村
長　

自
分
自
身
の
議
員
時
代
の
経

験
も
踏
ま
え
、
毎
月
開
催
さ
れ
て
い

る
議
会
全
員
協
議
会
で
は
、
多
く
の

議
題
を
提
出
し
、
議
会
に
は
そ
れ
を

認
め
て
い
た
だ
い
た
。
議
員
各
位
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。

質
問　

全
員
協
議
会
で
は
本
当
に
多

く
の
議
題
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
と
し
て
充
分
に
議
論
す
る
こ
と
が

出
来
た
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
議

員
か
ら
発
言
さ
れ
た
意
見
・
提
言
に

つ
い
て
も
真
摯
に
取
組
ん
で
い
た
だ

い
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

子
育
て
世
代

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設中村　弘 議員

質
問　

①
『
子
育
て
は
筑
北
村
』
と

教
育
委
員
会
は
様
々
な
事
業
を
展
開

し
て
い
る
が
住
民
福
祉
課
と
し
て
ど

う
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
仮
称
筑

北
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
構
想

し
、
設
置
す
る
の
か
。
現
在
の
取
り

組
み
状
況
を
尋
ね
る
。

②
国
は
設
置
目
標
年
度
を
概
ね
平
成

32
年
度
と
し
て
い
る
が
、
村
の
設
置

目
標
年
度
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

①
の
質
問　

子
育

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
一
環
と
し
て

要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
の
充
実
と
あ

わ
せ
て
協
議
中
で
あ
る
。
従
来
の
母
子

保
健
事
業
と
子
育
て
支
援
と
の
、
情
報

の
共
有
等
の
連
携
が
出
来
て
い
る
こ
と

で
、
セ
ン
タ
ー
機
能
は
あ
る
程
度
整
え

ら
れ
て
い
る
。
昨
年
よ
り
、
住
民
福
祉

課
健
康
づ
く
り
係
、
教
育
委
員
会
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
育
園
の
３
者

が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
研
究
会
ま
た
は

協
議
会
）を
月
１
回
定
期
開
催
し
て
い
る
。

②
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
標
年
度
は
平
成

32
年
度
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
十

分
な
検
討
を
本
年
度
か
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
子
ど
も
・
家
庭

総
合
支
援
拠
点
と
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
２
つ
を
一
体
的
に
運
営

す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

質
問　

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
は
村
が
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設
置
主
体
と
な
り
、
保
健
師
、
社
会

福
祉
士
、
主
任
介
護
士
、
支
援
員
、

専
門
委
員
等
を
配
置
し
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
に
よ
り
、
住
民
の
健
康
保
持
及
び

生
活
安
定
の
た
め
に
、
必
要
な
援
助

を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
保
険
医
療
の

向
上
及
び
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設

で
あ
る
。
今
後
児
童
相
談
所
の
事
業

を
市
町
村
の
移
譲
の
予
定
で
、
平
成

32
年
度
に
す
べ
て
の
基
礎
自
治
体
に

拠
点
が
配
備
さ
れ
る
よ
う
児
童
福
祉

法
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
早
急

な
設
置
を
お
願
い
す
る
。

一
般
家
庭
ご
み
の
減
量
化
対
策

質
問　

一
般
家
庭
ご
み
の
減
量
化
を

推
進
す
る
た
め
、「
食
べ
き
り
、
使

い
切
り
、
水
切
り
」
３
切
り
運
動
を

展
開
し
て
い
く
と
あ
る
が
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

ご
み
の
現
状
は
平

成
27
年
度
実
績
数
値
で
、
１
人
が
出

す
ご
み
の
量
は
７
８
９
ｇ
。
取
組
と

し
て
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
に
生
ご
み
の

３
切
り
運
動
を
呼
び
か
け
、
住
民
へ

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
今
年
は
対
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
３
％
、
１
人
１
か
月

当
り
３
０
０
ｇ
、
リ
ン
ゴ
１
個
分
に

当
た
る
。
循
環
型
社
会
形
成
へ
向
け

て
、
よ
り
一
層
の
ご
み
の
減
量
化
を

推
進
す
る
。
生
ご
み
処
理
機
と
コ
ン

ポ
ス
ト
購
入
の
補
助
金
の
交
付
。「
＊

30
・
10
運
動
」
が
認
知
さ
れ
つ
つ
あ

る
の
で
、
村
と
し
て
も
こ
の
運
動
を

広
げ
て
い
き
た
い
。

（
＊
さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る
運
動
「
乾

杯
の
後
の
30
分
と
お
開
き
前
の
10
分

は
自
分
の
席
で
料
理
を
楽
し
む
、
食
品

ロ
ス
を
削
減
す
る
取
り
組
み
で
す
。」）

村
政
一
期
目
の
総
括

小山　正博 議員

質
問　

筑
北
村
３
期
目
の
村
長
と
し

て
「
筑
北
村
は
ひ
と
つ
、
停
滞
か
ら

前
進
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
６
項
目
の

公
約
を
掲
げ
、
村
政
運
営
を
担
っ
て

４
年
目
の
任
期
を
迎
え
る
が
、
全
般

的
に
は
前
進
し
た
こ
と
を
評
価
し
た

い
。
坂
井
地
域
に
は
ま
だ
ま
だ
実
感

が
少
な
い
と
の
住
民
の
声
も
あ
り
、

こ
の
点
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

全
般
的
に
み
て
６
項
目
の
う

ち
５
項
目
に
つ
い
て
は
、
推
進
し
て

い
る
。
坂
井
地
域
は
麻
績
村
を
通
ら

な
け
れ
ば
行
け
な
い
こ
と
が
、
難
点

で
あ
る
。
各
３
地
域
と
も
同
じ
よ
う

な
形
で
偏
ら
な
い
事
業
を
進
め
て
き

た
。
村
単
独
事
業
は
、
予
算
内
の
中

で
３
地
域
と
も
区
要
望
に
基
づ
き
い

ろ
い
ろ
な
事
業
を
平
等
に
展
開
し
て

き
た
。

　

６
項
目
の
１
つ
麻
績
村
と
の
合
併

に
つ
い
て
は
、
４
年
間
進
展
し
て
い

な
い
。
学
校
の
統
合
が
今
、
非
常
に

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
先
に

解
決
す
れ
ば
、
自
然
に
合
併
が
近
づ

く
と
考
え
る
。

公
共
施
設
等
の
総
合
管
理
計
画

質
問　

平
成
26
年
に
総
務
省
は
、
公

共
施
設
等
が
老
朽
化
し
維
持
管
理
費

が
増
大
し
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
利

用
人
口
も
減
少
し
て
財
政
的
に
も
厳

し
く
な
る
と
見
込
み
、
計
画
の
策
定

を
要
請
し
、
28
年
度
末
に
策
定
さ
れ

た
対
象
施
設
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

対
象
施
設
は
、
村
民
文

化
、
社
会
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
産
業
、
学
校
教
育
、

子
育
て
支
援
、
保
健
福
祉
、
医
療
、

行
政
、
公
営
住
宅
の
各
施
設
と
公
園
、

そ
の
他
を
含
め
３
５
３
施
設
で
あ
る
。

質
問　

３
５
３
の
施
設
を
年
度
内
に

一
律
に
検
討
す
る
の
は
、
大
変
な
こ

と
だ
が
、
優
先
順
位
を
付
け
る
の
か

を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

施
設
類
型
ご
と
に
管
理

す
る
基
本
的
な
方
針
が
あ
る
。
廃
止
、

縮
小
、（
統
廃
合
・
規
模
縮
小
・
集
約

化
・
複
合
化
、）
そ
れ
と
現
状
維
持
の

３
つ
の
整
備
方
針
の
中
か
ら
し
っ
か

り
見
据
え
優
先
順
序
を
含
め
検
討
す

る
。
こ
の
計
画
自
体
が
、
平
成
28
年

度
か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
の
10
年
間

の
計
画
期
間
と
な
っ
て
お
り
、
５
年

ご
と
に
随
時
見
直
し
の
予
定
で
あ
る
。

　

縮
減
数
値
目
標
と
し
て
、
施
設
総

量
、
総
延
べ
床
面
積
（
７
９
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
）
の
適
正
化
と
い
う
中

で
、
30
％
と
し
て
数
値
が
出
て
い
る
。

そ
れ
以
外
に
も
、
新
規
の
施
設
整
備

は
行
わ
な
い
計
画
で
あ
る
。

質
問　

従
来
の
施
設
が
統
廃
合
と
な

れ
ば
住
民
に
と
っ
て
、
不
便
を
感
じ

る
場
面
も
あ
る
の
で
、
事
前
の
十
分

な
説
明
を
要
望
す
る
。
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行
政
の
効
率
化
に
向
け
て太田　守彦 議員

質
問　

役
場
職
員
が
出
て
、
村
の
施

設
な
ど
の
草
刈
り
を
行
っ
て
い
る
。

業
者
委
託
や
シ
ル
バ
ー
人
材
を
活
用

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

水
道
施
設
は
、
衛
生
管

理
面
で
の
法
令
に
よ
り
職
員
で
対
応

し
て
い
る
。
道
路
や
河
川
等
は
、
住

民
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て

い
る
。

教
育
次
長　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
公
園

な
ど
は
管
理
人
や
、
地
元
の
方
に
一

部
を
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
ほ
か

の
施
設
を
職
員
で
対
応
し
て
い
る
。

質
問　

住
民
が
道
路
の
修
繕
個
所
等

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
写
真
を
撮
り

通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
導
入

に
向
け
た
検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
尋

ね
る
。

建
設
課
長　

近
隣
で
は
安
曇
野
市
が

運
用
を
始
め
た
。
村
の
費
用
負
担
は

年
間
で
約
50
万
円
と
予
想
さ
れ
る
。

費
用
対
効
果
の
問
題
、
シ
ス
テ
ム
の

活
用
方
法
な
ど
検
討
課
題
が
あ
る
。

質
問　

５
月
末
の
集
中
豪
雨
を
見
て

も
役
場
職
員
で
は
全
て
巡
回
出
来
な

い
。
ま
た
、
区
長
に
依
頼
す
る
地
区

要
望
も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
50
万
円
は
高
く
な

い
と
思
う
。

質
問　

役
場
職
員
の
電
話
対
応
に
つ

い
て
、
一
部
の
職
員
に
偏
っ
て
い
な

い
か
、
ま
た
、
電
話
オ
ペ
レ
ー
タ
を

採
用
す
る
予
定
は
な
い
か
尋
ね
る
。

副
村
長　

電
話
が
鳴
っ
た
ら
、
誰
で

も
す
ぐ
に
出
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

特
に
新
卒
者
は
業
務
や
組
織
を
学
ぶ

機
会
で
も
あ
る
。
電
話
オ
ペ
レ
ー
タ

は
一
長
一
短
が
あ
り
、
採
用
は
考
え

て
い
な
い
。

質
問　

災
害
対
応
と
イ
ベ
ン
ト
が
重

な
っ
た
り
、
休
日
に
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
い
た
り
す
る
と
、
対
応
に
職

員
が
追
わ
れ
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

す
る
の
で
は
な
い
か
、対
策
を
尋
ね
る
。

副
村
長　

職
員
の
職
務
に
対
す
る
負

荷
を
減
ら
す
た
め
、
仕
事
の
見
直
し

や
効
率
化
を
今
後
も
図
っ
て
い
く
。

移
住
者
の
受
け
皿
づ
く
り

質
問　

筑
北
村
に
最
近
越
し
て
き
た

皆
さ
ん
と
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
都
市
部
か
ら
来
ら
れ
た

方
は
、
村
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

に
つ
い
て
多
く
の
指
摘
を
受
け
た
。

総
務
課
長　

来
年
度
の
事
業
に
高
速

情
報
通
信
網
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

通
信
速
度
の
低
下
は
若
干
改
善
さ
れ

た
が
、
注
視
し
て
い
る
。

質
問　

田
舎
で
農
業
を
目
指
す
若
者

や
企
業
が
増
え
て
い
る
。
村
と
し
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
尋

ね
る
。

産
業
課
長　

県
と
協
力
し
な
が
ら
新

規
就
農
里
親
制
度
の
推
進
、
無
利
子

の
融
資
制
度
、
経
営
確
立
の
資
金
援

助
な
ど
や
、
農
地
の
あ
っ
せ
ん
も
行

っ
て
い
る
。

質
問　

先
般
開
催
さ
れ
た
空
き
家
相

談
会
の
状
況
を
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

二
日
間
で
19
名
の

方
が
相
談
に
来
ら
れ
た
。
貸
し
出
し

希
望
が
８
、
解
体
が
３
、
現
状
の
ま

ま
所
有
が
８
で
あ
る
。
ま
た
、
通
知

を
出
し
た
が
、
不
明
に
よ
る
返
却
が

38
件
あ
っ
た

村
政
４
年
間
の
総
括

山崎　広道 議員

質
問　

平
成
25
年
11
月
か
ら
村
長
と

議
会
は
、
共
に
村
政
を
歩
ん
で
き
た
。

そ
こ
で
、
４
年
間
の
成
果
と
課
題
に

つ
い
て
、
村
総
合
計
画
に
添
っ
て
実

施
で
き
た
事
業
名
と
内
容
を
伺
う
。

　

第
１
章　

健
康
・
福
祉
の
充
実
を

尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

事
業
１
番
目
は
、

介
護
予
防
で
あ
る
。
ロ
コ
ト
レ
教

室
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
、
地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
介
護
予
防
に
努
め
た
。
２
番

目
は
、
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
の
整
備

で
、
老
朽
化
し
た
社
会
就
労
セ
ン
タ

ー
を
坂
北
体
育
館
下
に
移
設
改
修

す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
労
働

環
境
の
改
善
と
公
共
施
設
の
統
廃

合
が
で
き
た
。
３
番
目
は
、
健
康
の

充
実
。
保
健
師
に
よ
る
重
症
化
予
防
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事
業
で
あ
る
。
健
康
運
動
指
導
士
を

職
員
採
用
し
て
、
健
康
運
動
教
室
の

開
催
と
糖
尿
病
重
症
化
予
防
の
た

め
の
個
別
指
導
で
あ
る
。

質
問　

私
は
今
、
筑
北
村
生
活
支
援

体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

４
月
か
ら
、
市
町
村
で
地
域
整
備
と

し
て
、
村
で
は
１
層
か
ら
２
層
、
地

域
へ
と
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
る
。

村
内
で
の
支
援
体
制
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
か
、
現
在
の
状
況
を
尋

ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

１
例
を
挙
げ
る
と

坂
井
地
域
で
は
、
第
３
層
の
活
動
も

始
ま
り
、
坂
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
が
活
動
し
て
い
る
「
お
ち
ゃ
っ

こ
ク
ラ
ブ
」、
湯
戸
坂
口
で
は
「
カ

フ
ェ
」
等
始
め
て
い
る
。
八
木
常
会

で
は
、
有
志
の
「
来
て
く
れ
る
会
」

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
。
昔
の
婦
人
会
の
活
動
を
継

続
し
て
、
高
齢
者
自
ら
居
場
所
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
平

成
29
年
度
中
に
こ
の
第
３
層
の
活
動

は
、
あ
る
程
度
の
道
筋
を
つ
け
、
現

在
は
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
協
へ
委

託
し
て
、
村
担
当
者
も
一
緒
に
協
議

し
て
い
る
。

【
第
２
章
か
ら
第
７
章
ま
で
省
略
】

質
問　

村
総
合
計
画
に
添
っ
て
、
各

担
当
課
等
か
ら
答
弁
が
あ
っ
た
。
村

長
よ
り
、
総
括
す
る
意
味
で
、
こ
の

４
年
間
の
総
合
計
画
に
お
け
る
村
政

が
実
施
で
き
た
全
体
像
に
つ
い
て
所

見
を
尋
ね
る
。

村
長　

全
体
像
を
見
た
中
で
、
防
災

が
一
番
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
防
災
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
職
員

が
一
番
防
災
に
関
す
る
知
識
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

次
に
住
民
と
行
政
の
協
働
へ
の

取
組
み
で
あ
る
。
協
働
事
業
支
援
金

を
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
28
年
度

の
４
年
間
で
50
事
業
を
採
択
し
、
地

域
の
課
題
の
解
決
、
活
力
の
創
出
に

住
民
の
み
な
さ
ん
が
直
接
取
り
組

ん
で
い
る
。

村
長
の
政
治
姿
勢

宮島　義次 議員

質
問　

村
長
は
２
期
目
に
向
け
１
期

目
の
村
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
総
括
し
て
い
る
か
尋
ね
る
。

村
長　

行
政
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
７
月
に
本
庁
方
式
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
が
一
同
に
集
結
で
き
、
本

来
の
業
務
形
態
に
戻
っ
た
こ
と
は
大

き
な
進
歩
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

財
政
で
は
、
合
併
時
に
は
実
質
公

債
費
比
率
が
、
23
・
３
％
で
あ
っ
た

が
、
平
成
28
年
度
決
算
で
は
、
５
・

７
％
ま
で
下
が
っ
た
。
政
府
の
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
地
方
創
生
が
入
り
、
４

年
間
の
中
で
財
政
を
圧
迫
さ
せ
な
い

で
事
業
が
幾
つ
も
で
き
た
。
基
金
に

つ
い
て
も
平
成
25
年
度
の
決
算
後
４

年
間
で
11
億
９
千
万
円
の
基
金
を
積

み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

産
業
に
つ
い
て
、
農
業
で
は
圃
場

整
備
を
し
て
金
を
か
け
た
水
田
は

１
０
０
％
耕
作
を
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
企
業
に
も
参
入
し
て
も

ら
い
進
ん
で
い
る
。
畑
に
つ
い
て
も

遊
休
地
の
中
に
桜
な
ど
を
植
え
花
木

の
畑
を
増
や
し
て
き
た
。

　

遊
休
地
の
解
消
は
、
ま
だ
道
半
ば

で
あ
り
、
さ
ら
に
農
業
に
力
を
入
れ

て
い
く
。

　

建
設
に
つ
い
て
は
、
坂
北
地
域
の

悲
願
で
あ
っ
た
村
道
宮
ノ
前
線
の
改

良
が
今
年
度
完
成
の
運
び
と
な
る
予

定
で
あ
る
。

　

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
も
い
ろ
い

ろ
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
一

方
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
見
た
計
画
、

職
員
研
修
な
ど
、
実
践
に
備
え
た
訓

練
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
で
子

ど
も
の
数
も
減
り
、
村
民
の
皆
様
に

も
学
校
統
合
は
必
要
だ
と
い
う
理

解
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
こ
の
非

常
に
難
し
い
問
題
も
議
会
３
月
定

例
会
で
承
認
さ
れ
、
決
定
し
た
。
そ

れ
に
対
し
反
対
も
あ
る
が
、
筑
北
村

と
し
て
は
麻
績
村
と
の
協
議
が
断

絶
し
、
こ
う
い
う
結
果
に
な
っ
た
事

も
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の

ま
ま
平
成
32
年
度
統
合
に
向
け
て

進
ん
で
い
く
。

質
問　

２
期
目
の
村
政
で
目
指
す
も
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の
は
何
か
尋
ね
る

村
長　

今
ま
で
４
年
間
進
め
て
き
た

事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
と
い
う
こ
と

で
、
今
後
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
の

中
に
は
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
問
題
、

高
速
通
信
網
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

関
係
、
農
業
振
興
、
若
者
定
住
、
人

口
増
に
つ
な
が
る
事
業
、
平
成
32
年

度
の
統
合
に
向
け
て
の
学
校
問
題
、

保
育
園
の
統
合
の
検
討
、
こ
れ
ら
を

や
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
数
あ
る

公
共
施
設
を
一
つ
で
も
減
す
対
策
を

検
討
し
、
空
き
施
設
の
活
用
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て山田　寿 議員

質
問　

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
が
提
出
さ
れ
た
が
対

前
年
度
と
の
比
較
に
つ
い
て
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

対
前
年
度
比
較
で

歳
入
は
０
・
５
％
増
、
歳
出
で
０
・
５

％
増
で
ほ
ぼ
前
年
度
と
同
じ
。
筋
骨

格
系
の
治
療
や
脳
梗
塞
な
ど
が
高
額
、

療
養
に
該
当
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

健
康
診
断
受
診
等
を
推
奨
し
疾
病
予

防
に
繋
げ
た
い
。

質
問　

国
保
が
県
移
管
に
な
る
が
現

制
度
の
変
更
点
に
つ
い
て
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

被
保
険
者
保
険
証

は
長
野
県
に
な
る
が
受
診
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
だ
。
た
だ
保
険
税
に
つ
い
て
は

県
が
納
付
金
を
算
定
す
る
の
で
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
村
で
賦
課
徴
収
す
る
こ
と

に
な
る
。
本
村
で
は
保
険
税
の
増
額
が

見
込
ま
れ
る
が
、
急
激
な
引
き
上
げ
を

抑
制
す
る
た
め
平
成
29
年
度
に
税
率
の

一
部
引
き
上
げ
を
行
っ
て
い
る
。

合
併
特
例
債
期
限
後
の

財
政
運
営
に
つ
い
て

質
問　

期
間
15
年
の
合
併
特
例
債
使

用
期
限
が
間
も
な
く
切
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
使
用
残
高
、
そ
れ
を
ベ
ー

ス
に
し
た
事
業
予
定
を
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　

残
高
は
建
設
事
業

分
が
35
億
円
、
基
金
造
成
分
が
７
億
円

で
合
計
42
億
円
で
あ
る
。
予
定
事
業
は

特
定
地
区
公
園
の
整
備
、
や
す
ら
ぎ
球

場
の
防
球
ネ
ッ
ト
、
農
業
基
盤
整
備
、

及
び
基
金
の
造
成
で
あ
り
公
共
施
設

の
統
廃
合
を
検
討
す
る
中
で
施
設
整

備
な
ど
地
域
づ
く
り
の
事
業
が
あ
る
。

質
問　

償
還
は
３
割
と
有
利
な
の
で
、

い
ず
れ
必
要
に
な
れ
ば
使
っ
た
方
が

得
策
と
の
考
え
も
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　

基
金
の
造
成
に
最

大
６
億
円
、
特
定
地
区
公
園
、
防
球
ネ

ッ
ト
、
水
路
等
で
１
億
。
他
、
給
食
設

備
に
も
予
定
し
て
い
る
。
合
併
特
例
債

も
債
務
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
最
適

値
に
し
た
い
。
又
、
こ
れ
以
外
に
も
過

疎
債
と
い
う
有
利
な
起
債
も
あ
る
。

質
問　

有
利
な
財
源
が
細
く
な
る
中

で
、
今
後
、
継
続
・
新
規
の
事
業
に
は

抑
制
が
か
か
る
。
以
下
、
要
望
と
し
て

ハ
ー
ド
事
業
は
大
分
整
備
さ
れ
て
き
た

の
で
、
今
後
は
村
民
の
生
活
基
盤
の
一

層
の
充
実
に
注
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長
に
は
大
人
向
け
の
精
神
文
化
の

充
足
に
意
を
用
い
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長　

ソ
フ
ト
的
な
部
分
に
つ
い
て

は
公
民
館
事
業
と
か
、
生
涯
学
習
課
で

の
修
那
羅
・
立
峠
・
切
通
し
な
ど
の
文

化
財
を
使
っ
た
部
分
に
も
注
力
し
た
い
。

質
問　

最
後
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
ま
だ
計
画
の
段
階
だ
が

財
源
見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　

社
会
資
本
整
備
交

付
金
が
65
％
。
補
助
残
は
原
則
過
疎

債
で
あ
る
が
、
事
情
に
よ
っ
て
は
合

併
特
例
債
の
活
用
も
視
野
に
い
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

保
育
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の
環
境
整
備

　

鎌田　欣子 議員　

質
問　

平
成
28
年
度
に
各
保
育
園
の
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遊
戯
室
に
冷
房
が
設
置
さ
れ
た
。
地

球
温
暖
化
に
伴
う
環
境
整
備
・
冷
房

施
設
の
計
画
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

現
在
は
保
育
園
の
遊
戯
施

設
や
小
学
校
の
保
健
室
や
給
食
室
な

ど
、
児
童
の
体
調
管
理
や
衛
星
管
理

な
ど
に
必
要
な
場
所
に
エ
ア
コ
ン
が

設
置
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
地

球
温
暖
化
等
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
気
温
の
上
昇
に
伴
う
保
育
・
学
習

環
境
等
に
配
慮
す
る
状
況
も
生
じ
て

き
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
遊
び
や
生
活
、
学
習
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
整
備
す
べ
き
施
設
の
優

先
順
位
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
財

源
の
確
保
も
含
め
検
討
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

質
問　

平
成
28
年
度
の
ひ
ま
わ
り
保

育
園
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
伴
う
費

用
が
２
台
で
２
６
７
万
円
と
高
額
な

設
備
と
な
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
高
い

金
額
に
な
る
の
か
尋
ね
る
。
ま
た
小

学
校
の
屋
根
に
太
陽
光
発
電
の
設
置

を
要
望
す
る
。

村
長　

確
か
に
高
い
も
の
で
あ
る
の

で
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
ど
こ
か

１
つ
選
び
、
試
験
的
に
そ
の
効
果
が
あ

る
か
試
し
て
、
検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

質
問　

平
成
32
年
度
か
ら
坂
井
小
学

校
を
筑
北
小
学
校
と
し
て
運
営
す
る

に
あ
た
り
。
改
築
・
改
善
す
る
場
所

等
が
あ
る
か
尋
ね
る
。

教
育
長　

給
食
室
・
昇
降
口
・
各
教

室
で
、
給
食
室
は
今
後
の
施
設
運
営

に
伴
う
財
政
負
担
、
筑
北
地
域
の
将

来
を
見
通
し
、
小
・
中
学
校
共
同
調

理
場
も
含
め
た
比
較
検
討
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昇
降
口
は
、
空

い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。
各
教
室
は
児
童
の

机
の
配
置
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
伴
い
、

教
室
の
後
ろ
の
カ
バ
ン
置
き
場
な
ど

家
具
の
撤
去
や
、
そ
れ
に
伴
う
移
動

ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
が
必
要
と
な
る
。

机
の
大
き
さ
も
異
な
る
た
め
、
備
品

全
体
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
準

備
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

給
食
費
の
無
料
化

質
問　

給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

教
育
長　
『
子
育
て
は
筑
北
村
で
』
を

掲
げ
、
多
額
の
費
用
を
投
じ
、
子
育
て

支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
給
食
費
無
料
化
と
な
れ
ば
新
た

に
１
６
０
０
万
の
財
源
が
必
要
と
な

る
の
で
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
制
度

質
問　

昨
年
で
終
了
し
た
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
金
制
度
に
つ
い
て
、
他

市
町
村
の
状
況
を
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

生
坂
村
が
村
内
業
者
を

使
用
し
て
の
助
成
金
が
支
給
さ
れ
て

い
る
。
他
は
安
曇
野
市
が
実
施
し
て

い
る
が
今
年
で
、
終
了
と
い
う
こ
と

で
、
ど
こ
も
縮
小
・
廃
止
し
て
い
る

現
実
が
あ
る
。

多
目
的
ホ
ー
ル
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て横山　敬 議員

質
問　

多
目
的
ホ
ー
ル
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長　

役
場
庁
舎
、
多
目
的
ホ

ー
ル
を
改
修
す
る
際
に
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
設
備
の
構

造
上
、
多
額
の
工
事
費
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
で
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。
現

在
設
置
す
る
計
画
は
、
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

小
仁
熊
ダ
ム
周
辺
の
環
境
整

備
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
課
長　

小
仁
熊
ダ
ム
周
辺
に
つ

い
て
は
、
今
後
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
駐
車
場
、

管
理
棟
の
建
設
が
計
画
さ
れ
、
建
設
課

に
お
い
て
、
進
入
路
の
整
備
に
入
っ
て

い
く
。
今
後
の
各
種
ニ
ー
ズ
に
よ
る
が
、

ハ
ー
ド
面
で
の
周
辺
整
備
は
現
在
の
と

こ
ろ
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

環
境
保
全
の
観
点
な
ど
か
ら
、
関
係
機

関
及
び
関
係
部
署
に
て
周
辺
整
備
を
進

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
利
用
者
に
対
し

て
広
範
囲
な
視
界
を
提
供
す
る
必
要
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
で
の

公
園
化
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ソ

フ
ト
対
策
で
の
公
園
化
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

と
く
ら
・
冠
着
荘
の
指
定
管
理佐藤　文男 議員

質
問　

指
定
管
理
者
の
（
株
）
共
立



○　

前
山　

健
治　

○　

鎌
田　

欣
子　
　

○　

佐
藤　

文
男　

　
　

山
田　
　

寿

○　

勝
田　
　

昇　

○　

吉
池　

昌
昭

　
　

山
崎　

広
道

○　

小
山　

正
博　

○　

関
川　

修
次　

○　

中
村　
　

弘　

○　

待
井　

安
登　

○　

西
澤　

良
美　

○　

太
田　

守
彦　

○　

横
山　
　

敬　

　
　
（
敬
称
略
・
○
印
当
選
）
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メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
撤
退
し
現
在
は
村

が
直
営
し
て
い
る
。
指
定
管
理
者
を

募
集
中
だ
が
現
状
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

２
社
の
応
募
が
あ
り
、

現
地
視
察
も
含
め
評
価
の
結
果
、
選

定
委
員
会
で
不
採
用
と
な
っ
た
。

現
在
は
、
と
く
ら
と
冠
着
荘
に
分
け

て
の
公
募
も
含
め
検
討
中
。

公
共
施
設
の
統
廃
合
の
状
況
と

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

質
問　

公
共
施
設
の
老
朽
化
の
状
況

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

築
30
年
以
上
経
過
し
た

施
設
は
、
１
０
２
施
設
が
あ
る
。
一

部
（
ト
イ
レ
や
住
宅
等
）
は
撤
去
し

て
い
る
状
況
。
危
険
の
部
分
も
あ
る

の
で
、
早
め
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

計
画
の
削
減
目
標
と
年
度
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

目
標
数
値
は
、
施
設
総

延
べ
面
積
が
、
７
９
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
、
こ
れ
の
30
％
を
削
減
す
る
。

計
画
は
平
成
28
年
か
ら
10
年
間
の
計

画
で
あ
り
、
平
成
38
年
度
迄
に
は
や

る
計
画
。
難
し
い
点
等
あ
る
の
で

着
々
と
進
め
る
。

質
問　

公
共
施
設
の
中
で
、
道
路
と

か
橋
も
対
象
と
な
る
の
か
伺
う
。

総
務
課
長　

施
設
に
関
し
て
は
、
２

種
類
あ
り
、
建
築
系
の
公
共
施
設
と

土
木
系
公
共
施
設
が
あ
る
。

　

 

道
路
・
橋
も
対
象
と
な
る
が
、
今

回
の
対
象
は
建
築
系
の
公
共
施
設
を

対
象
（
３
５
３
施
設
）　

他
に
上
下

水
道
施
設
等
45
施
設
あ
る
が
、
こ
れ

は
建
築
系
公
共
施
設
で
考
え
て
い
る
。

質
問　

住
民
の
合
意
、
理
解
が
得
ら

れ
る
か
が
、
重
要
な
課
題
と
思
う
の

で
、
行
政
側
が
主
導
権
を
持
っ
て
、

早
急
な
検
討
を
お
願
い
す
る
。

地
域
の
課
題
解
決
を

質
問　

行
政
懇
談
会
を
以
前
は
実
施

し
て
来
た
が
出
席
者
が
少
な
く
、
現

在
は
地
区
よ
り
要
望
が
有
れ
ば
、
出

掛
け
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

行
政
懇
談
会
に
つ
い
て

は
、
申
込
み
が
な
か
つ
た
。
職
員
集

落
担
当
制
度
を
活
用
し
て
、
担
当
職

員
か
ら
、
直
接
区
長
、
常
会
長
に
会

議
を
開
い
て
貰
い
、
説
明
し
意
見
を

伺
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
殆
ど

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

質
問　

若
年
層
を
中
心
の
地
域
づ
く

り
会
議
（
仮
称
）
の
開
催
等
意
見
収

集
方
法
も
含
め
考
え
が
有
る
か
伺
う
。

総
務
課
長　

現
在
は
考
え
て
い
な
い

が
、
必
要
と
な
れ
ば
開
催
し
て
行
き

た
い
。

質
問　

区
ご
と
又
は
常
会
で
の
懇
談

会
の
実
施
の
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

総
務
課
長　

要
請
が
有
れ
ば
出
向
い

て
実
施
す
る
。
現
在
は
開
催
要
望
が

な
い
の
で
、
区
長
会
で
Ｐ
Ｒ
す
る
。

質
問　

職
員
集
落
担
当
の
役
割
見
直

し
を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

総
務
課
長　

な
る
べ
く
地
域
に
入
り

込
ん
で
や
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

質
問　

地
域
ご
と
の
課
題
を
、
テ
ー

マ
を
絞
り
説
明
。
意
見
交
換
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
。
村
長
も

実
施
の
意
欲
が
あ
り
お
願
い
し
た
い
。

＊
内
容
に
関
し
て
は
、
文
字
数
に
制

限
が
あ
る
の
で
、
質
問
者
の
責
任
に

お
い
て
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。

当
日
有
権
者
数　

４
，
１
８
１
人

投
票
者
数　

３
，
２
６
７
人

投

票

率　

7
８
．
１
４
％

　

＊
立
候
補
者
を
届
け
出
順
に

　
　

�

掲
載
し
ま
す
。

議
員
の
任
期
は

平
成
29
年
11
月
13
日
か
ら

平
成
33
年
11
月
12
日
ま
で

筑
北
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
が

10
月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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学
校
統
合
等
準
備
委
員
会

部
会
の
開
催
に
つ
い
て

心
の
伝
言
板
○48

　
ダ
ウ
ン
症
の
書
家
か
ら
思
う

テ
レ
ビ
よ
り
、
障
害
者
に
対
す

る
差
別
・
偏
見
が
83
・
９
％
も
あ

る
こ
と
を
目
に
し
た
。

９
月
23
日
か
ら
30
日
ま
で
、
上

野
の
森
美
術
館
で
、
ダ
ウ
ン
症
の

書
家
・
金
澤
翔
子
さ
ん
の
60
点
以

上
の
個
展
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場

で
の
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
た
様
子
が
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
報
道
さ
れ
た
。

多
く
の
お
客
さ
ん
が
金
澤
さ
ん

の
身
体
全
体
か
ら
生
ま
れ
る
動
き

に
涙
を
浮
か
べ
て
い
る
姿
が
映
し

出
さ
れ
、
私
も
一
本
の
筆
か
ら
流

れ
る
字
体
の
力
強
さ
に
感
動
を
覚

え
た
。

金
澤
さ
ん
は
、
５
歳
か
ら
書
道

家
の
母
に
師
事
し
、
書
道
を
は
じ

め
27
年
。
日
本
全
国
や
世
界
各
地

で
個
展
を
開
催
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
平
清
盛
」
の
題
字
を
担
当

す
る
な
ど
活
躍
を
見
せ
て
き
た
。

今
回
の
個
展
で
、
母
親
は
「
こ

れ
ま
で
応
援
し
て
も
ら
っ
た
方
へ
、

感
謝
と
と
も
に
障
害
者
も
共
に
生

き
る
社
会
へ
の
祈
り
を
込
め
た
。」

と
話
し
て
い
た
。

３
年
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。

以
前
「
同
じ
人
間
と
し
て
、
日
本

は
も
っ
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
目

を
向
け
る
べ
き
。」
と
の
芸
能
人
の

言
葉
を
思
い
出
し
た
。

先
日
行
わ
れ
た
聖
南
中
学
校
の

き
さ
さ
げ
祭
で
も
「
一
人
ひ
と
り

が
偏
見
を
な
く
す
」
差
別
等
に
関

す
る
意
見
文
が
発
表
さ
れ
た
。

い
ろ
い
ろ
な
所
で
差
別
・
偏
見

を
無
く
す
発
信
が
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
だ
ま
だ
目
に
残
る
差
別
・
偏

見
に
「
同
じ
人
間
と
し
て
見
直
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

感
じ
て
い
る
。

９
月
26
日
に
、
第
３
回
保
護
者
部

会
、
10
月
４
日
に
第
３
回
通
学
等
検

討
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
部
会
で
は
、
聖
南
中
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
則
の
見
直
し
を
行
い
、

坂
井
地
域
を
入
れ
た
、
最
終
的
な
会

則
が
決
ま
り
ま
し
た
。

制
服
・
カ
バ
ン
等
で
の
最
終
的
な

確
認
事
項
は

1 

兄
姉
の
筑
北
中
の
制
服
が
あ
れ
ば
、

聖
南
中
の
制
服
と
し
て
構
わ
な
い
。

2 

聖
南
中
の
男
子
学
生
服
の
ボ
タ
ン

は
聖
南
中
の
校
章
に
変
更
さ
れ
て

い
る
た
め
、
聖
南
中
の
ボ
タ
ン
に

変
更
す
る
場
合
は
村
で
負
担
す
る
。

3 

運
動
着
は
兄
姉
の
筑
北
中
の
運
動
着

が
あ
れ
ば
着
用
し
て
も
構
わ
な
い
。

4 

カ
バ
ン
は
筑
北
中
の
物
で
も
利

用
可
能
。
校
章
は
差
し
替
え
で
き

る
の
で
事
務
局
で
用
意
す
る
。

5 

本
城
地
域
・
坂
北
地
域
と
の
不

公
平
感
を
な
く
す
た
め
、
坂
井
地

域
の
制
服
の
補
助
は
行
わ
な
い
。

通
学
等
検
討
部
会
で
は
、
前
回
事

務
局
か
ら
提
案
し
た
、
Ａ
案
・
Ｂ
案
に

対
す
る
質
問
の
回
答
を
事
務
局
よ
り

行
い
、
ど
の
様
な
通
学
方
法
が
い
い
の

か
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

保
護
者
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
の
通
学
に

対
す
る
不
安
感
が
多
く
出
さ
れ
た
た

め
、
11
月
２
日
に
開
催
し
た
通
学
等
検

討
部
会
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
を
見
直

し
た
Ｃ
案
を
事
務
局
か
ら
提
示
し
ま

し
た
。
11
月
22
日
の
保
護
者
説
明
会
で

Ｃ
案
の
説
明
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

保護者部会

通学等検討部会
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縁
の
瓦
・
薬
師
寺
と
の
ゆ
か
り

情
報
提
供
と
取
材
ご
協
力
の
お
願
い

71
号
の
、
聖
南
中
学
校
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
記
事
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
薬
師
寺
の
東
塔
の
解
体

修
理
で
４
年
前
に
長
野
県
内
の
小
中

学
校
や
高
校
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
瓦

が
見
つ
か
り
、
60
年
の
時
を
経
て
県

内
の
学
校
に
里
帰
り
し
ま
し
た
。

筑
北
地
域
で
は
、
聖
南
中
学
校
・

坂
井
小
学
校
・
筑
北
中
学
校
・
麻
績

小
学
校
が
募
金
を
募
り
、
瓦
が
２
枚

ず
つ
寄
贈
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
今
回

の
解
体
修
理
で
破
損
の
あ
っ
た
聖
南

中
学
校
・
坂
井
小
学
校
の
名
前
が
刻

ま
れ
た
瓦
が
１
枚
ず
つ
里
帰
り
し
ま

し
た
。
破
損
の
な
か
っ
た
瓦
は
再
び

東
塔
に
上
げ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

情
報
部
で
も
、
昭
和
25
年
26
年
頃

に
寄
付
を
し
た
方
や
、
瓦
の
こ
と
で
何

か
ご
存
知
の
方
が
い
ま
し
た
ら
、
取
材

の
た
め
の
情
報
を
募
っ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
筑
北
地
域
は
薬
師
寺
と

の
ご
縁
も
深
く
、
様
々
な
交
流
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
薬
師
寺
と

の
縁
の
情
報
も
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

連
絡
先　
　

生
涯
学
習
係　

若
林

 

電　

話　
　

６
７-

２
０
６
４

10
月
29
日
（
日
）
の
夜
か
ら
翌
30

日
（
月
）
に
か
け
て
、筑
北
小
学
校
・

坂
井
小
学
校
の
４
年
生
19
名
が
参
加

し
て
の
宿
泊
行
事
「
は
じ
め
て
の
出

張
」
が
東
横
イ
ン
松
本
駅
前
本
町
店

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
５
年
生
の
キ
ャ
ン

プ
や
６
年
生
の
修
学
旅
行
と
い
っ
た

宿
泊
を
伴
う
行
事
を
体
験
し
て
い
な

い
４
年
生
に
、
保
護
者
と
離
れ
て
一

人
で
宿
泊
す
る
体
験
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
や
、
ホ
テ
ル
運
営
に
携
わ
っ

て
い
る
様
々
な
方
と
の
触
れ
合
い
を

通
し
て
社
会
が
い
ろ
い
ろ
な
職
業
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
台
風
の
影
響
も
あ
り
、

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
子

ど
も
達
は
行
く
バ
ス
の
車
中
か
ら
元

気
一
杯
。
ホ
テ
ル
到
着
後
は
一
人
一

人
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
済
ま
せ
る
と
、

客
室
の
使
い
方
を
教
わ
り
、
自
分
が

寝
る
た
め
の
枕
の
セ
ッ
ト
も
体
験
し

ま
し
た
。

そ
の
後
は
出
張
に
来
た
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
に
扮
し
て
の
「
名
刺
交
換
」。

ホ
テ
ル
に
用
意
し
て
も
ら
っ
た
名
刺

を
使
い
、
児
童
同
士
だ
け
で
な
く
、

ホ
テ
ル
の
方
や
取
材
に
来
た
テ
レ
ビ

局
の
方
と
も
礼
儀
正
し
く
名
刺
交
換

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
翌
朝
は
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
朝

食
を
と
っ
た
あ
と
、
支
配
人
か
ら
一

人
一
人
に
出
張
証
明
書
が
手
渡
さ

れ
、
元
気
よ
く
学
校
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

一
泊
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た

が
、
大
人
の
出
張
を
疑
似
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
自
分
の
将
来
に
思
い
を
馳
せ
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

宿
泊
行
事「
は
じ
め
て
の
出
張
」
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目
指
せ「
甲
子
園
」

  

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校

　
　

 

信
州
筑
北
野
球
部
後
援
会

日本ウェルネス筑北  高校野球  秋季北信越長野県大会  優勝

決勝戦は佐久長聖高校との対戦。３対１で頂点に！！
中原監督「野球が好きで集まった仲間が優勝できたのも、村の皆さんに育てて頂き励まされた・・。」
壮行会より　河野キャプテン「全員の力をあわせて一戦一戦戦っていきたい」

優勝を果たした野球部員を
出迎える村民たち

優　勝：日本ウェルネス筑北
準優勝：佐久長聖高校
３　位：松商学園高校準決勝・松商戦　応援に集まった

村民・８対３で勝利した

長
野
県
最
多
の
甲
子
園
通
算
14
勝

を
挙
げ
て
い
る
名
将
中
原
英
孝
監
督

ひ
き
い
る
「
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
信
州

筑
北
野
球
部
」
が
平
成
28
年
４
月
よ

り
始
動
し
ま
し
た
。
卒
業
生
や
野
球

部
Ｏ
Ｂ
が
い
な
い
為
、
夏
の
全
国
高

校
野
球
選
手
権
長
野
大
会
前
の
６
月

に
「
わ
が
村
の
高
校
と
し
て
応
援
し

た
い
」
と
、
住
民
有
志
32
名
で
野
球

部
後
援
会
を
発
足
し
ま
し
た
。

後
援
会
会
員
は
、
住
民
の
他
に
保

護
者
や
村
外
の
方
々
・
企
業
の
方

に
も
入
会
し
て
い
た
だ
き
、
現
在

１
１
２
名
と
な
り
ま
し
た
。主

な
活
動

事
業
と
し
て

は
、
大
会
の

応
援
や
選
手

激
励
会
の
開

催
。
米
や
野

菜
・
ボ
ー
ル

や
バ
ッ
ト
の

寄
贈
等
、
野

球
部
を
サ

ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
ま

た
、
刈
谷
沢
神
明
宮
で
は
選
手
必
勝

祈
願
祭
を
行
い
、
更
な
る
飛
躍
を
神

前
で
誓
い
合
い
ま
し
た
。

９
月
よ
り
行
わ
れ
た
北
信
越
地
区

高
等
学
校
野
球
長
野
県
秋
季
大
会
で

は
、
信
州
球
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た

長
野
商
業
高
校
・
上
田
西
高
校
・
松

商
学
園
高
校
を
倒
し
て
臨
ん
だ
決
勝

で
、
佐
久
長
聖
高
校
を
３
対
１
で
撃

破
。
参
戦
わ
ず
か
１
年
半
で
初
出
場

初
勝
利
を
飾
り
、
県
代
表
と
し
て
北

信
越
大
会
に
臨
み
、
大
会
出
場
記
念

と
し
て
、
遠
征
用
バ
ッ
ク
を
寄
贈
し

ま
し
た
。　

後
援
会
で
は
随
時
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

後
援
会
事
務
局

　

筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

℡
６
６‒

１
０
２
１
ま
で

北信越大会出場記念
遠征用バック寄贈

選手激励会
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筑
北
村
教
育
長　

長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
レ
デ
ィ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

激
励
訪
問

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催

サ
ッ
カ
ー
Ｃ
級
✚

フ
ッ
ト
サ
ル
Ｃ
級
講
習
会

9
月
26
日
、
宮
下
教
育
長
が
長
野

パ
ル
セ
イ
ロ
レ
デ
ィ
ー
ス
の
練
習
に

激
励
訪
問
し
ま
し
た
。

暖
か
い
日
差
し
の
中
、
な
で
し
こ

リ
ー
グ
1
部
で
戦
う
長
野
パ
ル
セ

イ
ロ
レ
デ
ィ
ー
ス
の
選
手
た
ち
が
、

リ
ー
グ
戦
も
終
盤
と
な
っ
た
９
月
26

日
か
ら
28
日
ま
で
筑
北
村
サ
ッ
カ
ー

場
で
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
10
月
14
日
か
ら
22
日
に

か
け
て
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の

サ
ッ
カ
ー
Ｃ
級+

フ
ッ
ト
サ
ル
Ｃ

級
講
習
会
が
筑
北
村
サ
ッ
カ
ー
場
及

び
本
城
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
で
も
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ

ル
が
一
度
に
受
講
で
き
る
場
所
が
少

な
い
た
め
、
秋
田
県
か
ら
佐
賀
県
ま

で
日
本
中
か
ら
19
名
の
受
講
者
が
筑

北
村
に
集
ま
り
ま
し
た
。

19
歳
か
ら
53
歳
ま
で
幅
広
い
世
代

の
指
導
者
や
、
こ
れ
か
ら
指
導
者
を

目
指
す
人
ま
で
、
天
気
の
悪
い
日
も

あ
り
ま
し
た
が
、
一
生
懸
命
学
ん
で

い
ま
し
た
。

17
日
に
は
宮
下
教
育
長
に
激
励
に

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

21
日
に
は
関
川
村
長
に
激
励
に
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
指
導
者
と

し
て
、
筑
北
村
に
ま
た
来
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

本
田
美
登
里
監
督
に
激
励
の
品
を

渡
し
「
今
後
も
筑
北
村
と
し
て
サ
ッ

カ
ー
場
を
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
お

話
し
、
本
田
監
督
か
ら
も
「
使
用
し

て
い
き
た
い
」
と
の
お
返
事
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
週
末
9
月
30
日
に
長
野
Ｕ
ス

タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
ホ
ー
ム
最
終

戦
で
、
勝
利
を
し
、
長
野
パ
ル
セ
イ

ロ
レ
デ
ィ
ー
ス
の
な
で
し
こ
リ
ー
グ

1
部
残
留
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

筑
北
小
学
校

《
秋
の
交
通
安
全
教
室
》

春
に
続
い
て
今
年
２
回
目
の
交
通

安
全
教
室
が
あ
り
ま
し
た
。
道
路
の

歩
き
方
を
み
て
も
、
自
転
車
の
乗
り

方
を
み
て
も
、
子
ど
も
た
ち
は
春
の

姿
か
ら
と
て
も
成
長
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

今
回
も
駐
在
所
の
警
察
官
の
方
を

は
じ
め
、
つ
つ
じ
応
援
団
や
交
通
安

全
指
導
員
の
皆
さ
ん
か
ら
子
ど
も
た

ち
の
様
子
を
丁
寧
に
見
て
い
た
だ

き
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

《
卓
球
ク
ラ
ブ
》

九
月
末
か
ら
、
卓
球
ク
ラ
ブ
で
は

地
域
で
卓
球
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
練
習

し
て
お
ら
れ
る
方
々
が
、
子
ど
も
た

ち
の
練
習
相
手
と
し
て
支
援
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
や
っ
て

い
ろ
い
ろ
教
わ
り
た
い
」
と
い
う
思

い
を
持
っ
て
、
と
て
も
張
り
切
っ
て

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
も
、
同
年
の
友
だ
ち
で

は
な
く
、
地
域
の
方
を
対
戦
相
手
に

卓
球
が
で
き
る
こ
と
に
新
鮮
さ
を
感

じ
な
が
ら
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
回
数

を
積
み
重
ね
て
い
く
中
で
、
更
に
繋

が
り
が
深
く
な
り
、
活
動
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
坂
井
小
学
校
産
筑
北
米
」
脱
穀

10
月
２
日
、
雨
を
心
配
す
る
や
や

肌
寒
い
朝
と
な
り
ま
し
た
が
、
坂

井
っ
子
応
援
団
の
小
山
さ
ん
、
保
護

者
の
方
々
に
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、坂
井
小
学
校
の
「
筑
北
米
」

の
脱
穀
が
完
了
し
ま
し
た
。

天
気
予
報
は
午
後
か
ら
雨
…
。
ど

う
な
る
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
な

ん
と
か
お
天
気
も
も
ち
ま
し
た
。
稲

刈
り
の
時
に
、
多
く
の
方
か
ら
「
育

ち
が
良
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
の

で
、
ど
の
く
ら
い
収
穫
で
き
る
か
楽

し
み
で
し
た
。
結
果
は
、
コ
ン
バ
イ

ン
袋
に
16
袋
！
毎
年
お
米
作
り
を
支

え
て
く
れ
る
用
務
員
の
宮
入
先
生
か

ら
も
、「
こ
こ
数
年
で
一
番
と
れ
た

か
も
し
れ
な
い
」
と
の
嬉
し
い
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、脱
穀
の
最
中
の
話
を
一
つ
。

田
植
え
や
稲
刈
り
と
違
い
、
脱
穀
は

全
て
を
機
械
で
行
う
の
で
「
子
ど
も

た
ち
の
仕
事
は
あ
る
の
？
」
と
い
う

の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
し
か

し
、
５
年
生
の
子
ど
も
た
ち
は
違
い

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
田
ん
ぼ
と
い

う
意
識
が
強
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

仕
事
が
な
け
れ
ば
作
れ
ば
い
い
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
と
て
も
一
生
懸
命
働

い
て
い
ま
し

た
。
ハ
ゼ
か

ら
稲
を
外
す

人
・
そ
れ
を

乗
せ
る
人
・

揃
え
る
人
・

機
械
に
通
す

人
・
出
て
き

た
稲
を
受
け

取
る
人
・
お
米
の
残
り
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
人
・
袋
を
外
し
た
り
、
荷
物
を

運
ん
だ
り
す
る
人
…
。
正
直
、『
そ

の
仕
事
い
る
か
？
』
と
思
う
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
が
少
し

で
も
か
か
わ
ろ
う
と
主
体
的
に
考
え

て
行
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
と
て
も

素
敵
に
思
い
ま
し
た
。

さ
あ
、
こ
の
後
は
収
穫
祭
や
お
米

販
売
が
控
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
、

米
作
り
の

活
動
に
ふ

さ
わ
し
い

ま
と
め

が
で
き
る

よ
う
、
引

き
続
き
頑

張
っ
て
い

き
ま
す
。
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「
き
さ
さ
げ
応
援
団
」
の
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

被
災
地
訪
問
準
備
で

お
か
き
・
や
し
ょ
う
ま
づ
く
り

６
年
目
と
な
る
南
三
陸
町
へ
の
「
被

災
地
訪
問
」。
今
年
も
、生
徒・保
護
者・

き
さ
さ
げ
応
援
団
・
教
職
員
70
名
以

上
が
、
元
気
を
届
け
よ
う
と
訪
問
し

て
き
ま
し
た
。
現
地
で
は
吹
奏
楽
部

の
演
奏
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
と
バ
レ
ー

部
の
中
学
生
と
の
交
流
試
合
・
そ
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
は
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
で
仮
設
住
宅
の
方
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
と
交
流
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
交
流
に
欠

か
せ
な
い
の
が
、「
お
か
き
」と「
や
し
ょ

う
ま
」
で
す
。
南
三
陸
町
の
方
は
毎

年
、「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
」
と
喜

ん
で
く
れ
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
お
土

産
に
は
、
筑
北
村
の
方
の
思
い
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、「
お
か

き
」
も
「
や
し
ょ
う
ま
」
も
訪
問
直

前
に
地
域
の
方
の
ご
協
力
で
作
ら
れ
、

材
料
の
お
米
は
筑
北
米
だ
か
ら
で
す
。

き
さ
さ
げ
応
援
団
の
協
力
の
お
か
げ

で
、
地
域
の
方
の
思
い
も
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、｢

そ
よ
か
ぜ
ふ
く
し

あ
わ
せ
ま
つ
り｣

で
南
三
陸
町
の
海

産
物
を
ご
購
入
い
た
だ
い
た
方
の
思

い
と
、
売
上
金
も
一
緒
に
届
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
11
月
30
日
「
被

災
地
訪
問
報
告
会
」
で
南
三
陸
町
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
交
流
の
様
子
を

発
表
し
ま
す
。
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

「
き
さ
さ
げ
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

第
２
回
き
さ
さ
げ
ふ
る
さ
と
コ
ン

サ
ー
ト　

感
動
で
終
わ
る
！

９
月
23
日
、
聖
南
中
学
校
体
育
館

は
３
５
０
名
以
上
の
方
の
感
動
で
包

ま
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
こ
の
地
域

で
活
動
さ
れ
る
合
唱
団
と
、
招
待
演

奏
の
波
田
少
年
少
女
合
唱
団
が
、
素

敵
な
歌
声
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
コ
ー
ル
・
聖
南
も
頑

張
り
ま
し
た
。
合
唱
団
の
方
々
は
、

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を

重
ね
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
年
は
き
さ
さ
げ
応
援

団
が
ポ
ス
タ
ー
制
作
・
パ

イ
プ
椅
子
運
搬
・
駐
車
場

整
理
・
花
の
セ
ッ
ト
等
々
、

５
月
頃
か
ら
段
取
り
良
く
、

色
々
な
準
備
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
故
郷
ち
く
ほ

く
の
元
気
に
貢
献
で
き
た
ら
嬉
し
い

で
す
。

やしょうまづくりの皆さん

おかきづくりの皆さん

童謡を歌う会　楽しむ会

コールちくほく

麻績コーラス 今年も全参加者で「ふるさと」

波田少年少女合唱団
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みんな　がんばろうね !!
一人ひとりに声をかける
さすが！児童会長

はじめての行進
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うんどうかい、がんばりました！
9 月 28 日（木）ひまわり保育園と坂井保育園で運動会が行

われました。今年は雨のため園庭での開催ができず、体育館で
の開催となりました。おひさまの下ではできなかったけれど、
子ども達はおひさまみたいな笑顔で元気いっぱい！でした。

まけないぞ～
最後まで
　がんばってはしるぞ！

「だっこして～」

エイエイオー！
がんばるぞ！

フレーフレー！
みんなで力を合わせて、
がんばるぞー！！



32

よ
う
こ
そ
！
筑
北
村
へ 　
【23】

聖
南
中
学
校
・
筑

北
小
学
校
・
ひ
ま
わ

り
保
育
園
・
坂
井
保

育
園
で
英
語
を
教
え

て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
カ

レ
ン
・
ア
ル
バ
レ
ズ

先
生
に
お
話
を
伺
っ

て
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か

ら
来
ま
し
た
。

Ｑ
．
村
の
印
象
は
？

と
て
も
自
然
が
美
し
い
所
で
す
ね
。

そ
し
て
平
和
で
穏
や
か
で
す
。
村
の

人
た
ち
も
い
い
人
ば
か
り
で
す
。

Ｑ
．
趣
味
は
？

サ
ル
サ
ダ
ン
ス
が
趣
味
で
す
。

（
サ
ル
サ
と
は
、
男
女
ペ
ア
で
踊

る
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
で
、
ス
ピ
ー
ド
が

速
い
の
が
特
徴
で
す
）

Ｑ
．
村
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

私
達
の
よ
う
な
外
国
人
も
や
さ
し

く
受
け
入
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

筑
北
中
学
校
・

麻
績
小
学
校
・

坂
井
小
学
校
に

勤
務
し
て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ア
レ

キ
シ
ス
・
ジ
ェ

ン
キ
ン
ス
先
生

に
お
話
を
伺
っ

て
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
す
。

Ｑ
．
村
の
印
象
は
？

フ
レ
ン
ド
リ
ー
☆
皆
が
「
こ
ん
に

ち
は
！
」
と
挨
拶
し
て
く
れ
て
初
め

は
驚
き
ま
し
た
が
、
今
は
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。

Ｑ
．
趣
味
は
？

歌
う
こ
と
と
ダ
ン
ス
・
写
真
や

ゲ
ー
ム
も
好
き
で
す
。
中
学
校
の
音

楽
会
で
先
生
方
と
一
緒
に
「
川
の
流

れ
の
よ
う
に
」
を
歌
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
村
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

シ
ャ
イ
で
恥
ず
か
し
が
り
屋
で
す

が
、
皆
さ
ん
と
仲
良
く
な
り
た
い
の

で
見
か
け
た
ら
声
を
掛
け
て
下
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

風
の
た
よ
り

　
暖
を
と
る

乾
燥
し
た
空
気
、
強
い
日
差
し
。

陽
が
当
た
る
所
と
陰
に
な
る
所
で

は
、
温
度
の
違
い
が
わ
か
り
や
す
い

冬
の
筑
北
村
。
晴
れ
た
寒
い
日
に
、

カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら
差
し
込
む
陽

光
の
、
ほ
ん
の
り
と
し
た
温
か
さ
を

味
わ
う
こ
と
が
、
こ
の
季
節
の
ひ
そ

か
な
楽
し
み
で
す
。

一
番
寒
い
時
期
の
朝
方
に
は
、
室

温
で
も
０
度
近
く
に
も
な
り
、
移
住

し
て
初
め
て
の
冬
を
経
験
し
た
際
に

は
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
草
木
も

枯
れ
、
虫
も
土
か
ら
出
て
こ
な
く

な
っ
た
氷
点
下
の
山
で
、
逞
し
く
冬

を
越
え
る
動
物
た
ち
が
と
て
も
不
思

議
で
し
た
。

食
料
が
少
な
い
こ
と
も
そ
う
で
す

が
、
な
に
よ
り
、
凍
っ
て
し
ま
わ
な

い
の
か
と
。

彼
ら
は
秋
に
食
べ
物
を
た
く
さ

ん
食
べ
て
体
に
蓄
え
た
り
、
体
毛
を

夏
毛
か
ら
冬
毛
に
替
え
放
熱
を
抑

え
た
り
し
て
、
仲
間
と
体
を
寄
せ
合

い
体
温
を
保
つ
。
ま
た
は
冬
眠
し
て

体
温
を
低
く
し
、
極
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
代
謝
を
減
ら
す
。
そ
れ
で
も
な

お
、
冬
を
越
せ
ず
息
絶
え
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
自

然
の
間
引
き
に
な
り
、
個
体
数
の
調

節
に
な
っ
て
い
る
の
も
興
味
深
い

話
で
す
。

マ
イ
ナ
ス
50
度
の
ツ
ン
ド
ラ
地
帯

に
住
む
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ジ
リ
ス
と
い

う
リ
ス
は
、
冬
眠
中
に
体
温
を
マ
イ

ナ
ス
３
度
付
近
ま
で
自
力
で
下
げ
る

こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
時
間
を

か
け
て
体
温
を
下
げ
る
こ
と
で
血
液

が
凍
ら
ず
流
れ
続
け
、
春
に
は
再
び

冬
眠
か
ら
覚
め
、
活
動
を
再
開
で
き

る
と
の
こ
と
。

我
々
ヒ
ト
も
、
そ
ん
な
こ
と
が
真

似
出
来
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
今
現

在
で
は
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
実
り
の
秋
に
食
べ
物
を

蓄
え
、冬
毛
の
代
わ
り
に
厚
着
を
し
、

暖
炉
や
こ
た
つ
、
皆
で
お
鍋
囲
む
、

温
泉
に
入
る
な
ど
し
て
、
工
夫
し
て

暖
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

並
べ
て
み
る
と
、「
暖
を
と
る
」

と
は
、
ど
れ
も
考
え
る
だ
け
で
楽
し

く
な
る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
。
寒
さ

に
負
け
ず
、
暖
か
く
楽
し
く
冬
を
越

し
ま
し
ょ
う
。

�

有
那
た
ま
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第
３
回
修
那
羅
石
神
仏
群

  
学
習
会
　
県
外
講
座

第
４
回  

筑
北
シ
ニ
ア
大
学

文
化
財
・
史
跡
め
ぐ
り
講
座

９
月
10
日
（
日
）、
第
３
回
目
の

学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に

宮
下
健
司
先
生
を
お
願
い
し
、
修
那

羅
大
天
武
の
ゆ
か
り
の
地
、
群
馬
県

の
妙
義
神
社
と
榛
名
神
社
を
訪
ね
ま

し
た
。

当
日
は
、
参
加
者
19
名
に
よ
り
、

最
初
に
妙
義
神
社
を
訪
ね
ま
し
た
。

妙
義
神
社
は
、
奇
岩
と
怪
石
で
名
高

い
妙
義
山
の
東
山
麓
に
あ
り
、
境
内

に
は
国
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
本
社
等
の
壮
麗
な
建
造
物

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

榛
名
神
社
で
は
、
境
内
や
参
道
に

多
く
の
文
化
財
が
多
数
あ
り
、
古
来

よ
り
五
穀
豊
穣
・
商
売
繁
盛
・
雨
乞

い
の
神
社
と
し
て
知
ら
れ
お
り
、
両

神
社
共
に
修
験
者
と
し
て
大
天
武
が

修
行
し
た
地
で
あ
り
、
宮
下
先
生
の

解
説
に
よ
り
当
時
の
修
験
の
様
子
な

ど
思
い
を
は
せ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

９
月
14
日
（
木
）、
筑
北
シ
ニ
ア

大
学
文
化
財
・
史
跡
め
ぐ
り
講
座
に

あ
わ
せ
、
第
４
回
修
那
羅
石
神
仏
群

学
習
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
講
師
に
元
教
育
長
の
宮
下

房
夫
先
生
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
参

加
者
19
名
に
よ
り
「
坂
井
地
域
の
文

化
財
・
史
跡
に
つ
い
て
学
習
を
深
め

る
」
目
的
で
、
ま
わ
り
の
自
然
を
楽

し
み
な
が
ら
、
山
秋
古
墳
・
追
沢
観

音
像
群
・
笹
命
山
岩
井
堂
と
坂
井
民

俗
資
料
館
を
巡
り
ま
し
た
。
追
沢
観

音
像
群
は
、
67
体
の
石
造
と
33
体
の

観
音
像
を
刻
み
込
ん
だ
石
碑
か
ら
な

り
、
西
国
・
坂
東
三
十
三
番
、
秩
父

三
十
四
番
札
所
の
功
徳
を
得
よ
う
と

祀
ら
れ
、
中
に
は
修
那
羅
の
石
仏
に

似
た
特
徴
を
持
つ
「
修
那
羅
調
」
と

言
わ
れ
る
石
仏
も
33
体
あ
り
、
修
那

羅
石
神
仏
と
の
関
連
も
あ
る
と
の
事

で
し
た
。

文
化
財
等
の
学
習
を
深
め
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

コ
ラ
ム

私
事
で
す
が
、
初
め
て
の
妊
娠

と
出
産
を
経
験
し
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
あ
っ
て
、
一
筋
縄
で
は
い
か

な
い
出
産
に
な
り
ま
し
た
が
、
ど

う
に
か
こ
う
に
か
や
っ
て
い
ま
す
。

と
あ
る
映
画
の
上
映
会
で
「
た

い
わ
士
」
と
い
う
方
と
会
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
妊
娠
中
か
ら

心
が
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
に
話

し
か
け
、
こ
う
言
っ
て
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
？
と
感
じ
る
こ
と
で

す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
訴
え
て
く
る

こ
と
は
私
の
思
い
込
み
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
と

き
ち
ん
と
対
峙
す
る
こ
と
で
、
ど

ん
な
こ
と
が
起
き
て
も
す
べ
て
赤

ち
ゃ
ん
の
意
思
な
の
で
は
な
い
か

と
、
ど
っ
し
り
構
え
ら
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

そ
の
心
が
け
は
生
ま
れ
て
か
ら

も
続
い
て
い
ま
す
。う
に
ゃ
う
に
ゃ

キ
ュ
ル
キ
ュ
ル
と
ど
こ
か
ら
出
て

る
か
良
く
わ
か
ら
な
い
音
を
発

し
、
そ
う
か
と
思
え
ば
ギ
ャ
ー
と

泣
く
。
謎
だ
ら
け
の
赤
ち
ゃ
ん
に

ひ
た
す
ら
話
し
か
け
、「
そ
う
か

そ
う
か
」
と
感
じ
た
ま
ま
に
謎
を

噛
み
砕
い
て
い
ま
す
。�

（
の
ら
や
）
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西
条
炭
は
明
治
初
期
か
ら
昭
和
中

期
に
か
け
て
、
84
年
間
あ
ま
り
の
採

掘
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

開
発
の
端
緒
は
、
明
治
12
年

（
１
８
７
９
）
紀
州
宮
井
（
現
：
和

歌
山
県
新
宮
市
熊
野
町
宮
井
）
の
住

人
、
金
森
信
一
郎
が
善
光
寺
参
り
の

帰
途
、
岩
井
堂
観
音
堂
裏
山
の
禿
山

か
ら
、
地
元
民
が
「
油
石
」
と
呼
ん

で
い
た
石
炭
層
の
露
頭
を
発
見
し
た

こ
と
が
発
端
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
金
森
氏
は
、
明
治
16
年

（
１
８
８
３
）
に
再
び
こ
の
地
に
赴

き
、
鉱
山
法
に
よ
る
鉱
区
採
掘
の
許

可
を
得
て
「
岩
井
堂
炭
鉱
」（
旧
四

賀
村
会
田
岩
井
堂
）
を
開
鉱
し
、
こ

の
地
方
に
お
け
る
炭
鉱
開
拓
の
先
駆

者
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
西
条
炭
は
、
諏
訪
岡
谷

地
方
の
製
糸
業
の
発
展
に
伴
い
、

「
繰
糸
用
燃
料
」
と
し
て
使
用
さ

れ
、
我
が
国
の
近
代
国
家
へ
の
発
展

に
寄
与
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
筑
北
地
方
の
石
炭
の
起
源
は
約

１
０
０
０
万
年
前
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
後
開
拓
さ
れ
た
常
磐
炭
な

ど
、
約
２
０
０
０
万
年
前
よ
り
は
品

質
に
劣
る
も
の
で
あ
る
為
、
昭
和
30

年
代
の
石
油
燃
料
時
代
の
到
来
と
と

も
に
石
炭
の
需
要
が
減
っ
た
た
め
、

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）、
実
発
掘

の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

当
時
は
蚕
と
タ
バ
コ
し
か
現
金
収

入
源
が
な
く
（
特
に
夏
は
全
く
現
金

収
入
が
な
か
っ
た
）、
炭
鉱
で
の
石

炭
掘
り
は
、
危
険
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
良
い
収
入
源
で
し
た
。

パ
イ
ス
ケ
１
杯
い
く
ら
で
現
場

監
督
が
値
を
つ
け
た
の
で
、
一
日
働

け
ば
い
く
ら
に
な
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
、
働
く
意
欲
も
湧
い
た
よ

う
で
す
。�

（
岩
殿
炭
鉱
よ
り
）

生
坂
、
坂
北
、
本
城
に
ま
た
が
る

地
域
お
よ
び
そ
の
近
隣
に
石
炭
層
が

あ
っ
た
為
、
昭
和
25
年
か
ら
昭
和
32

年
が
一
番
栄
え
ま
し
た
。

炭
鉱
の
質
が
い
い
の
で
、
当
時
の

林
長
野
県
知
事
が
視
察
に
来
た
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。黒
い
車
で
来
て
、

半
日
か
け
て
視
察
し
、
石
炭
を
持
ち

帰
っ
た
そ
う
で
す
。

『 産 地 』
1 岩井堂から乱橋に連なる地域
　　・・・西条炭を採掘した発祥地

2 生坂山地・岩殿山地に開けた池澤・丸山の谷
・・・旧坂北村の別所・岩殿炭鉱は明治 40 年代に開鉱され、西条炭の開発
に名を残している野口庄一郎、小口佐一郎らの炭鉱人が採掘に係わった由
緒ある炭鉱です。

3 生坂村込地・差切および聖山南麓の地域
・・・旧坂北村産の石炭は、昭和 2年篠ノ井線坂北駅が開業後、索道によ
り旧坂北村中島の貯炭場に搬送し同駅から出荷するようになりました。

4 旧本城村富蔵山連峰・中山丘陵の山地
・・・筑北地方随一の炭鉱地帯でした。

5 四阿屋山西麓から旧坂井村・修那羅峠付近
・・・いずれも小規模の炭鉱でした。
桂石（川上炭鉱・昭和 21 から 35 年頃）、真田（吉田炭鉱・昭和 15 から 35
年頃）あたり、トラックで麻績（現：聖高原）駅に搬出し長野方面へ出荷
していました。

 
お
ら
が
炭
鉱
の
地

　
　
　
　
　 （
西
条
炭
の
歴
史
）

戦後の坂北駅から石炭が出荷されていました
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館
報
編
集
後
記

館
報
第
72
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

昨
年
か
ら
筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
写
真
講
習

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

定
期
的
に
開
催
し
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
不
定
期
で
春
の
桜
や
修
那
羅
の

石
仏
な
ど
季
節
に
合
わ
せ
て
プ
ロ
の

カ
メ
ラ
マ
ン
の
先
生
に
直
接
ア
ド
バ

イ
ス
い
た
だ
き
な
が
ら
撮
影
し
て
き

ま
し
た
。
先
日
、
大
日
堂
の
お
祭
り

で
花
火
の
撮
影
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。
カ
メ
ラ
の
性
能
も
あ
り
ま
す

が
、
先
生
の
お
か
げ
で
自
分
で
も
驚

く
ほ
ど
綺
麗
な
花
火
を
撮
影
す
る
と

こ
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
編
集
委
員
で
す
が
写
真
は
ず

ぶ
の
素
人
で
、
い
つ
も
こ
れ
で
い
い

の
か
不
安
に
感
じ
な
が
ら
写
真
を

撮
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
カ
メ
ラ
は

と
て
も
高
性
能
で
す
が
、
奥
が
深
く

使
い
こ
な
す
の
は
本
当
に
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も

カ
メ
ラ
の
腕
を
あ
げ
て
、
い
い
写
真

が
撮
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
元
で
プ
ロ
に
教
わ
れ
る
と
て
も

い
い
機
会
な
の
で
、
み
な
さ
ん
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

 

Ｒ
Ｅ
Ｉ

ク
ラ
ブ
紹
介

「
坂
北
童
謡
を
楽
し
む
会
」

「
コ
ー
ル
ち
く
ほ
く
」

 

マ
ッ
ス
ル
教
室

童
謡
唱
歌
が
好
き
で
集
ま
っ
た
仲

間
た
ち
。
今
は
文
化
祭
と
き
さ
さ
げ

荘
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
に
向
け

て『
旅
愁
』『
里
の
秋
』な
ど
練
習
中
。

指
導
は
宮
入
清
子
先
生
に
お
願
い
し

て
、
月
１
回
第
４
木
曜
日
・
午
後
１

時
半
か
ら
坂
北
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
練

習
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
長
の
飯
島

美
穂
子
さ
ん
は
「
歌
を
歌
っ
て
い
る

と
嫌
な
こ
と
も
忘
れ
、
心
が
お
お
ら

か
に
な
る
」
部
員
は
27
名
で
80
才
代

が
７
人
、
最
高
齢
は
93
才
で
す
。
本

城
か
ら
も
５
人
参
加
し
て
い
ま
す
。

部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
特
に

男
性
の
か
た
の
入
部
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

今
年
新
た
に
発
足
し
た
ク
ラ
ブ
で

す
。
昨
年
ま
で
あ
っ
た
坂
北
・
本
城

コ
ー
ラ
ス
が
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
聖
南
中
学
校
で
開
催
さ
れ

た
、
第
２
回
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト

や
文
化
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
美
女
と
野
獣
」「
ア
ン
リ
ミ
テ
ッ

ド
」
な
ど
２
部
３
部
の
曲
に
挑
戦
し

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
長
野
県
母
親
コ
ー
ラ
ス
ま
つ
り

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
指
導
は
筑

北
小
学
校
の
坂
口
先
生
と
伴
奏
は
吉

田
寿
枝
さ
ん
で
す
。
コ
ー
ラ
ス
に
興

味
の
あ
る
方
、
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

筑
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
開
催
し
て

い
る
教
室
の
中
か
ら
、
今
回
は
「
マ
ッ

ス
ル
教
室
」
を
紹
介
し
ま
す
。

本
城
柔
剣
道
場
を
会
場
に
、
水
曜

日
の
夜
７
時
30
分
か
ら
約
30
分
間
の
短

時
間
で
効
率
の
良
い
運
動
教
室
で
す
。

高
速
足
踏
み
運
動
・
ス
ク
ワ
ッ
ト
・

ダ
ン
ベ
ル
運
動
を
、
一
種
目
20
秒
を
ワ

ン
セ
ッ
ト
で
繰
り
返
す
サ
ー
キ
ッ
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
セ
ッ
ト
数
も
５
回

な
の
で
、
初
心
者
で
も
無
理
な
く
始

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
参
加
者
は
、

他
の
曜
日
の
教
室
と
組
み
合
わ
せ
て

積
極
的
に
運
動
し
て
い
る
方
々
が
多

く
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も
出
て
い
る
そ

う
で
す
。

柔
剣
道
場
に
は
、
本
格
的
な
筋
ト

レ
マ
シ
ー
ン
が
一
通
り
揃
っ
て
い
ま
す
。

遠
く
の
ジ
ム
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
村

内
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
ん
で

す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
体
を
鍛

え
て
み
ま
せ
ん
か
？
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11 月から 1 月の行事予定
＜ 10 時までにお越しください＞

12 月
日 に ち 内 容
1 日（金）  運動あそび
4 日（月） 保育園ごっこ
5 日（火） キッズビクス

12 日（火） どんぐりくらぶ
14 日（木） 坂井保育園開放日
18 日（月） ベビーマッサージ
19 日（火） 保育園ごっこ
20 日（水） ツリー飾りを作ろう

1 月
日 に ち 内 容

15 日（月） ベビーマッサージ
22 日（月） ひまわり保育園園開放日
24 日（水） どんぐりくらぶ
26 日（金） 保育園ごっこ

～お正月のあそび～

11 月
日 に ち 内 容
1 日（水） 避難訓練・消防車見学
2 日（木） ひまわり保育園開放日
7 日（火） 保育園ごっこ
8 日（水）  どんぐりくらぶ

14 日（火）  キッズビクス
20 日（月）  ベビーマッサージ
22 日（水）  誕生会（10～12月生まれ）
24 日（金） 保育園ごっこ
29 日（水）  犬飼先生講演会

やきいも会
～やきいもの落ち葉集め～

＜センターへの持ち物＞
飲み物（水かお茶）、おむつ、おしり拭き、おむつ替え用タオル、お手ふき、ティッシュ、
ごみ袋など各自必要な物� ※行事へは、サポートノート、筆記用具をお持ちください。

あそびに
来る方へ

センターでは、育児・子育てのご相談を随時お受けします。
お気軽にご相談ください。

※詳しくは「にじいろカレンダー」を ご確認ください。

木の葉が舞う季節になりました。

暖かい日は戸外に出て、元気に遊んでいます。

おひさまの森　運動会

お家の人といっぱい体を動かして遊んだね。

メダルももらってにっこにこ♪

ハロウィーンのリース作り
かわいいのができるかな

ハッピー
ハロウィーン
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筑
北
村
２
園
で
、
県
が
推
奨
す
る

「
や
ま
ほ
い
く
」
の
導
入
に
向
け
て

申
請
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度

認
定
が
決
定
し
認
定
証
交
付
式
に
出

席
し
ま
し
た
。

　　
　や

ま
ほ
い
く
認
定
園
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
村
内
外
に
筑
北
村
の
豊
か
な

自
然
を
生
か
し
た
保
育
園
で
の
活
動

の
情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
園
で
は
、
地
域
の
自
然
を
最

大
限
活
用
し
て
川
遊
び
・
山
遊
び
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
農
業
体
験
も
し
て

い
ま
す
。

子
ど
も
が
本
来
持
っ
て
い
る
「
自

ら
学
び
成
長
し
よ
う
と
す
る
力
」を
、

自
然
や
地
域
の
中
で
の
体
験
活
動
を

10
月
11
日
、
松
本
大
学
ス
ポ
ー
ツ

健
康
学
科
教
授
の
犬
飼 

己
紀
子
先

生
を
講
師
に
子
育
て
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
や
松
本
大
学
の
学
生
さ
ん
に
遊
ん

で
も
ら
い
楽
し
み
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
、
少
し
の
間
お
子
さ

ん
と
離
れ
て
、
自
分
の
為
の
研
修
の

時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
マ
ー
ク
を
見
て
「
何
に
み
え

る
の
か
」
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
通

し
て
物
事
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
、

思
い
込
み
を
し
な
い
で
多
方
面
か
ら

考
え
る
事
の
必
要
性
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
ま
た
皆
一
緒
が
良
い
の

で
は
な
く
、
皆
違
っ
て
良
い
と
認
め

合
う
事
、
挨
拶
等
地
域
の
大
人
が
声

を
掛
け
合
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
示
す

こ
と
の
大
切
さ
等
を
考
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
「
子
ど
も
の
い
い
所
探

し
」
を
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
、

お
子
さ
ん
の
い
い
と
こ
ろ
を
言
葉
に

し
て
話
す
こ
と
で
、
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
気
付
き
、
今
の
大
切

通
じ
て
十
分
に
育
ま
れ
、
遊
び
を
通

じ
て
人
間
関
係
な
ど
も
学
ん
で
い
き

ま
す
。
自
然
の
中
で
思
う
存
分
に
活

動
し
て
た
く
ま
し
く
成
長
し
、
将
来

の
自
立
し
た
人
生
に
つ
な
が
る
「
自

己
肯
定
感
と
自
信
」
が
育
ま
れ
“
人

生
の
根
っ
こ
”
と
な
る
幼
児
期
の
学

び
の
質
と
環
境
の
充
実
に
向
け
創
意

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
筑
北
村
」
が
好
き
に

な
り
、
故
郷
を
愛
す
る
心
が
育
つ
こ

と
に
期
待
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
、

な
お
一
層
地
域
の
皆
様
の
お
力
添
え

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
時
期
に
お
子
さ
ん
に
必
要
な
声
を

か
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
そ

う
で
す
。
参
加
さ
れ
た
お
母
さ
ん
た

ち
か
ら
は
「
あ
ら
た
め
て
子
ど
も
の

い
い
所
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
遊
び
を
通
し

て
、
ち
ょ
っ
と
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

て
、
人
や
子
ど
も
と
の
向
き
合
い
方

を
考
え
て
み
る
、
楽
し
い
講
習
会
で

し
た
。

次
回
は
11
月
29
日
（
水
）
午
前
９

時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん

と
焼
き
芋
会
を
し
な
が
ら
、
秋
を
感

じ
る
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
犬
飼
先
生

や
学
生
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
ま

す
。
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

信
州
型
自
然
保
育

「
や
ま
ほ
い
く
」認
定
さ
れ
る

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
子
育
て
講
習
会

   「
楽
し
い
子
育
て
の
コ
ツ
」

筑
北
村
２
保
育
園

雨の中の散歩

りんご園

稲
刈
り
し
た
よ
！
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「君の膵臓をたべたい」 住野よる / 著
クラスのみんなに慕われる元気で明るい
女の子と、誰とも関わらずいつも一人で地
味な男の子。正反対な２人のクラスメイト
が、ある秘密を知ったことから深く関わっ
ていくことに…。自分にない
ものを持つ２人が影響を与え
合って、少しずつ変化してい
く様子が描かれています。「君
の膵臓をたべたい」に込めら
れた切ない秘密を、どうぞ読
んでみてください。

「うみにかくれているのはだあれ？」
アイナ ･ ベスタルド / 作 きたなおこ / 訳
海の上に船が一艘。レンズをのぞくと船
の下にはなんと……。赤と黄色と青の三色
で描かれている海の中を、魔法のレンズで
のぞくと隠れている動物
たちが次々に姿を現しま
す。のぞいたレンズの色
で見えるものが変わる仕
掛絵本です。何が出てく
るか見てのお楽しみ！

「その調理、９割の栄養捨ててます！」
[監修] 東京慈恵会医科大学附属病院栄養部
全ページカラーで、読みやすいです。
★サツマイモはレンチンじゃ、もったいな
い！じっくり加熱で麦芽糖を５倍に！★カリ
フラワーは、「生」でビタミ
ンＣを100％いただきます！
★ピーマンのワタ、栄養は皮の
10倍！など、目からウロコの
「食べ方の新常識」が１冊に！
カリフラワーが「生」で食べ
られるなんて驚きですね。

【問 合 せ】　筑北村図書館　電話：66-1115（22 電話は使えません。）

図書館からのお知らせ

★クリスマスおはなし会＆マジックショー
日時：平成 29 年 12 月 17 日（日） 午前 10 時 00 分より　　
場所：筑北村図書館 ２階多目的室
演目：「おはなしさくらんぼ」による読み聞かせと
　　　昨年に引き続きスマイリーフジさんによる大マジックショーです。

★山崎館長による｢日本昔ばなしヤマタノオロチ｣上映＆解説とお話
日時：平成 30 年 1 月 8 日（月） 14 時 00 分～ 15 時 00 分　　
場所：筑北村図書館 ２階多目的室
演目：DVD 鑑賞の後、館長の解説があります。
　　　参加は無料です。みなさんのご参加をお待ちしています！

筑 北 村 図 書 館 だ よ り

「鋼の錬金術師」荒川弘 / 著 全 27 巻
エルリック兄弟は、幼い頃に失った母親
を生き返らせようと人体錬成を行い、失敗。
兄のエドは右手左足を、弟アルは体ごと失
い鎧の体となり…。
独特の世界観とストーリー
展開のおもしろさ。親子で
ハマれる作品です。27巻と
少々長いですが、秋の夜長に
ぜひ読んでみて下さい！
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島利栄子さん講演会� 10 月29日

ファーストブック� 10 月20日

読書月間� 職員オススメ本紹介

筑 北 村 図 書 館 だ よ り

筑北村図書館隣の坂北総合福祉センターにて、「個人の記録を社会の遺産に」と題し、島利栄
子さんの講演会がありました。島さんは女性で初めて「水木十五堂賞」を受賞されました。出身
は旧坂北村で、地元の同級生や島さんを知る方からは「りえちゃん」と懐かしむ声が聞こえました。
今年 21 周年を迎える「女性の日記から学ぶ会」は「現存する日記を収集・保存・活用し、次代
に正しく伝える」をテーマに活動されています。共に活動する方々も東京からお越しになり、賑
やかで温かい講演会となりました。講演会の中では、この筑北村に「日記の館」第 1 号館を建て
たいという夢を伝えて下さり、参加者一同胸を躍らせました。島さんの更なるご活躍が楽しみです。

1 歳を迎えたお子さん
に本を 1 冊プレゼント！
今年も贈呈式が行われ
ました。ファーストブッ
クでは、本を借りに図書
館へ来てくれるように
コットンバックも一緒
に手渡しました。

「信州の縄文時代が実はすごかったという本」藤森英二 / 著
縄文時代という言葉は、だれでも知っている言葉ですが、縄文土

器は、世界最古の土器なのです。歴史の教科書の初めに出てくる四
代文明は、エジプト文明は 5000 年前、古代中国の殷は 3000 年前で
す。八ヶ岳山麓に多い遺跡群は縄文中期で 5500 年前から 4500 年前
のことですから、想像してみてください。世界の文明の創世記に、
じつは東の果ての島国にすごい文化が存在していたのです。その芸
術性の高さはすごく蛇の把手の土器群、特に茅野市から発掘された
土偶、縄文のビーナス、と仮面の女王は国宝に指定されました。図
書館にレプリカを置いてありますから、見に来てください。そして、
私たちのすんでいる信州の太古に夢をはせてください。
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村
の
秋

坂井地域体育祭


